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で㢧ᅾ化した生άᅔ❓⪅にᑐするൾ㑏や生ά෌ᘓのための࢛ࣇローアッࣉ支援の体制整備を推

進した。ຍ࠼て地域ఫẸの㌟㏆な┦ㄯ┦ᡭで࠶るẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員、୺௵ඣ❺ጤ員の᪥㡭の

┦ㄯ援ຓάືのより୍ᒙの推進と発ᒎを図った。 

さらに、福祉ࢧーࣅス฼⏝⪅の฼┈をಖㆤするため、地域における᪥ᖖ生ά⮬❧支援事業の

ᣑ充を進めるとともに、ᶒ฼᧦ㆤとしての成年ᚋ見制度の推進を支援し、⥲ྜ的なᶒ฼᧦ㆤ体

制のᵓ⠏を図った。 

Ⅱ 社会福祉法人・社会福祉施設等への支援強化 

地域ඹ生社会の実⌧に向け、社会福祉法人・社会福祉᪋タࡀ୺ᑟ的なᙺ๭を果たしていくた

めに、地域におけるබ┈的な取組や社会福祉充実ṧ㢠による地域බ┈事業にࡘいて、地域やఫ

Ẹの福祉ㄢ㢟・生άㄢ㢟な࡝をᢕᥱし、地域の実情に応じて、す࡭ての社会福祉法人ࡀ取り組

むことࡀできるよう実ែᢕᥱに努めるとともに、ඛ㥑的取組事౛の⤂௓や法人㛫・᪋タ㛫の地

域連携による事業等の支援を行い、県Ẹの社会福祉法人࡬の理ゎと信頼の⋓得を図った。 

また、㧗㱋㺃㞀害㺃ඣ❺等のྛ福祉ศ㔝の基┙となる制度見直しやつ制⦆和に向けたᑐ応、ᛴ

⃭な≀౯㧗㦐な࡝の社会情ໃのኚ化にᑐ応するため、福祉᪋⟇のㄪᰝ研✲や情報発信を強化し

ᅜ・県等࡬のᥦゝ・せᮃάືを実᪋した。 

さらに、福祉ࢧーࣅスの㉁の向ୖを推進するため、福祉ࢧーࣅス➨୕⪅ホ౯事業のᬑ及・ 

ಁ進に努めた。 

Ⅲ 福祉人材（担い手）の確保・育成・定着 

福祉・௓ㆤࢽーࡀࢬ」㞧化・㧗度化する中で、福祉人材のᏳ定的☜ಖ・育成・定╔を⥲ྜ的・

⥅続的に推進し、㉁の㧗いࢧーࣅスをᥦ౪することࡀồめられているため、福祉人材↓ᩱ職業

⤂௓所ᶵ能の強化やࣁロー࣡ーク等関ಀᶵ関と連携し、ồ人・ồ職┦ㄯの実᪋、福祉・௓ㆤの

ᑵ職⥲ྜ࢙ࣇアの㛤ദ、㈨᱁取得やᑵ職支援のための㏉㑏ච㝖௜き㈚௜事業のᣑ充な࡝により、

福祉人材の☜ಖ・定╔を図った。 

また、福祉の௙事の㔜せᛶとࡑの㨩力を広めるため、効果的な広報戦略のᒎ㛤を図るととも

に、ከᵝな広報፹体により௓ㆤ福祉ኈ等のᒆฟ制度を࿘知し、㞳職した᭷㈨᱁⪅やᑵ業してい

ない᭷㈨᱁⪅の෌ᑵ職・ᑵ職の支援を図った。 
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なお、ಖ育ኈにࡘいては、ಖ育ኈ・ಖ育所支援センターを運営し、ᑵ職支援等を行った。 

さらに、社会福祉関ಀ職員研修等の充実を図り、福祉・௓ㆤ等ࢽーࢬに㐺応できる人材の育

成に努めた。 

⋞ ථैख಼॑૩ऊैஹॊञीの಼૩ৎ福祉支援ણ৿の௓ਤ 

昨௒の度㔜なる広域的・ከ発的な⮬↛災害の発生により、これまで௨ୖに኱つᶍ災害を᝿定

したᑐ⟇ࡀồめられているため、災害ボランティアセンター運営に関ࢃる情報ඹ᭷等を効率的

に進めるため、情報㏻信ᢏ⾡㸦,&7㸧をά⏝した「࠶いࡕ災害ボランティアセンター運営ࢩステ

を運⏝するとともに、市町村社協や社会福祉᪋タにおける事業⥅続計画㸦%&3㸧の⟇定支「࣒

援を行い、災害に強い組織体制のᵓ⠏を図った。 

また「令和㸴年能登半島地震」をはじめ、኱つᶍ災害における被災⪅支援の⤒㦂をάかし、

社協・行ᨻ・132 等の୕⪅連携にຍ࠼、企業等もྵめた災害福祉支援ࢿッ࣡ࢺークの整備や実

㊶的にάືするための連携体制の充実を図った。 

⋟ ৈೡ঻のেऌऋいध௏೨तऎॉؚ௽૩঻५এشॶの௓ਤ 

㧗㱋⪅にᏛびのᶵ会をᥦ౪する「࠶いࣂࣝࢩࡕーࣞ࢝ッࢪ」の㛤ദと、඲ᅜ೺ᗣ福祉⚍とっ

とり኱会࡬の㑅ᡭ派遣等により、㧗㱋⪅の生きࡀい㺃೺ᗣづくりの推進や地域社会άືのཧຍಁ

進を図るとともに、ྠࣞ࢝ッࢪの༞業生をᑐ㇟としたᑓ㛛ㅮᗙを実᪋することで、地域での社

会άືにࡘなࡆ、地域でά㌍する人材を㣴成した。 

また、県㞀害⪅ス࣏ーࢶ኱会の㛤ദ、඲ᅜ㞀害⪅ス࣏ーࢶబ㈡኱会࡬の㑅ᡭ派遣等、㞀害の

άືにཧຍすることࢶー࣏㌟㏆な場所でスࡀ⪅る人の⮬❧と社会ཧຍをಁ進するため、㞀害࠶

支援等のࢺできるよう情報ᥦ౪を行うとともに、ⱝᡭ人材の育成やᣦᑟ員άືのࣜ・スターࡀ

実᪋によりᣦᑟ員の㣴成・☜ಖを図った。 

さらに、東ி���� ࣃ、の関ᚰの㧗まりをཷけ࡬ࢶー࣏ックの㛤ദによる㞀害⪅スࣆラࣜンࣃ

ラࣜンࣆアンな࡝のࢺッࣉアスࣜーࢺによるㅮ₇や実ᢏᣦᑟを஺࠼た㞀害⪅ス࣏ーࢶの体㦂・

の理ゎಁ進を図っ࡬ཧຍ⪅の〈㔝ᣑ኱、㞀害ࢶー࣏い஺ὶ事業の実᪋により、㞀害⪅ス࠶れࡩ

た。 
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⋠ ఎੴ਩社ੈの৽੾強化ध௮ऌ্੝୓ 

地域福祉を推進する中核的な組織として、信頼される法人組織の運営・持続可能な組織づく

りを図るため、事務局組織、所管事務及び職制等の見直しを行い、内部管理体制の強化に取り

組むとともに、中長期的な職員研修計画により職責に応じた人材育成を計画的に進めた。 

また、“愛知からの福祉の輝き”を広く社会に発信するため、メディアと連携した取り組みを

はじめ、効果的・戦略的な情報発信を行うことで、広報の充実・強化を図った。併せて、「愛知

県休み方改革マイスター企業」の認定取得や業務の効率化・省力化に向けた検討を行い、働き

やすい職場環境の整備に努めた。 

⋡ ഥਮڲফચః઄ਣ৉൜಼૩఺लൻං಼૩支援ણ৿

令和 6 年に発生した能登半島における地震及び豪雨災害において、東海北陸ブロック県市社

協災害応援に関する協定に基づき、被災地の災害ボランティアセンターの運営支援を行うため、

昨年度に引き続き、県内市町村社協と連携・協力のもと、珠洲市に応援職員を派遣した。
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令和 6 年度重点事業報告

⋛ ৉ୠૣකણ৿भ௓ਤ（৘঴੨঺ੈषभ੍ର） 
ᕷ⏫ᮧ社協がᆅᇦにおけるໟᣓ的なᨭ᥼体ไ࡙くりにおいて、中᰾的なᙺ割を果たすため、ᑓ㛛性を有

した職員の養成ࡸ、⤌⧊基┙のᙉ化に向けた取⤌をᨭ᥼し、社協の⥲ྜ力の向上を図ࡗた。 

 ৘঴੨पउऐॊ੎ಽ৓੍ର৬਑ତ૟भ௓ਤ ڭ

ᕷ⏫ᮧにおけるᆅᇦ共生社会の実現に向けたໟᣓ的ᨭ᥼体ไのᵓ⠏のため、඲社協及び県など࠿らの情

報をᕷ⏫ᮧ社協࡬ᥦ౪するととࡶにᕷ⏫ᮧ社協事務ᒁ長会議・ブロッูࢡ会議において情報஺᥮を行ࡗた。 

○ ᕷ⏫ᮧ社協事務ᒁ長会議・県内ブロッูࢡ会議 1回

 ॡतऎॉش௧୅ਙ॑થखञ঺ੈ૙৩भു成धॿॵॺড ڮ

ᕷ⏫ᮧ社協職員を対象にᑓ㛛性を有した職員の養成を行࠺ため、体⣔見直しを行い�ᒙ❧てとして実

施した。 

ー（&6:）実㊶研修 基♏課⛬ 1回（�᪥間）・41࢝ーシࣕル࣡ーࢯミュニティࢥ ○  ྡ

                          応用課⛬ 1回（9᪥間）・9  ྡ

ー研修    1回（1᪥）・ 6ࢲー（&6:）リー࢝ーシࣕル࣡ーࢯミュニティࢥ ○  ྡ

৉ୠૣකણ৿ੑ઺َُ؞৉ୠૣකੑ઺َ گ ৘঴੨঺ੈਘ৲؞৅னੑ઺ُभੁ৒؞੝৒भ௓ਤ 

 。たࡗーを㛤ദし、計画の⟇定・改定の推進を図ࢼミࢭᕷ⏫ᮧ社協ᙉ化・発ᒎ計画ࠖに関するࠕ

○ ᕷ⏫ᮧ社協発ᒎᙉ化計画⟇定推進ࢭミࢼー 1回・��  ྡ

 ৉ୠૣකણ৿௓ਤ৖ভपेॊୖ਻ਫ਼ୈध૚ரଢ଼ఊভभৰ઱ ڰ

ᆅᇦ福祉活ື推進部会を㛤ദし、ᆅᇦにおける課題᳨ウと各✀研修会の企画・❧᱌を行ࡗた。 

○ ᆅᇦ福祉活ື推進部会 4回 

【指 標（令和6 年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

ᕷ⏫ᮧにおける㔜ᒙ的ᨭ᥼体ไᩚഛの推進
ー1回ࢼミࢭ

情報஺᥮会2回
情報஺᥮会1回

ー（&6:）養成࢝ーシࣕル࣡ーࢯミュニティࢥ

養成研修1回

㺶㺎㺞㺼㺎研修1回

㺪㺉㺹㺎㺏㺍㺪㺽研修1回

実㊶研修1回

㺶㺎㺞㺼㺎研修1回

ᆅᇦ福祉計画・ᆅᇦ福祉活ື計画ࠕ 社協発ᒎ・ᙉ化計画ࠖࠕࠖ・

の⟇定・改定の推進
ー1回ࢼミࢭ ー1回ࢼミࢭ

ᆅᇦ福祉活ື推進部会による課題᳨ウと各✀研修会の実施 部会2回 部会4回
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【参 考】 

これまでの 

実   績 

項  目 令和�年度 令和�年度 令和4年度 令和5年度

&6: 養成人ᩘ �0  ྡ �2  ྡ �2  ྡ 29ྡ

平成1�年度࠿ら令和5年度まで ⣼計566  ྡ

今 後 の 

課   題 

県社協ࡣ、ᕷ⏫ᮧ社協がᆅᇦ福祉を推進する中᰾的なᅋ体として、ᕷ⏫ᮧと㐃ᦠし

てᆅᇦ共生社会の実現に向けたໟᣓ的ᨭ᥼体ไ࡙くりを進められるよ6&、࠺: などᑓ

㛛性を有した職員の養成ࡸ⤌⧊基┙のᙉ化等の後方ᨭ᥼を行࠺必要がある。 

⋜ ৕नुभ೜ৃਚतऎॉषभ੍ରभਘ৲ 
子どࡶのᒃ場ᡤ࡙くりのためのල体的方⟇にࡘいて᳨ウ・ព見ㄪᩚ等を行ࢿ࠺ット࣡ーࢡ⤌⧊をᵓ⠏

し、㌟㏆なᆅᇦで子どࡶ㣗ᇽのタ⨨・ᣑ大を図るととࡶに、子どࡶ㣗ᇽの利用ಁ進を図ࡗた。 

 ৕नुभ೜ৃਚतऎॉૢରহ঵भৰ઱ ڭ
（1）子どࡶのᒃ場ᡤ࡙くりのためのල体的方⟇にࡘいて᳨ウ・ព見ㄪᩚを行࠺ため、ࠕ子どࡶのᒃ場ᡤ࡙

くり推進会議ࠖをタ⨨・運Ⴀした。 

（2）඲県的に子どࡶのᒃ場ᡤである子どࡶ㣗ᇽのタ⨨ᣑ大を図るため、ࠕ子どࡶのᒃ場ᡤ応᥼プࣛザ をࠖ

タ⨨・運Ⴀした。 

（�）新たにあいࡕ子どࡶ㣗ᇽ応᥼ステーシࣙン研修を㛤ദした。  1回・24  ྡ

（4）子どࡶの㣗ᇽの㛤タ・⥅続実施のため、実㊶的な研修会・஺ὶ会を㛤ദした。 

○ 子どࡶ㣗ᇽ実㊶者研修会及び情報஺᥮会  2回・57ྡ

○ ᨭ᥼対象事業ࢭミࢼー  1 回・26 ྡ

ͤ 愛知県内子どࡶ㣗ᇽ  ᩘ ᡤ（令和6年5᭶1᪥時点）࠿�51

（5）㣗材ᥦ౪のᆅᇦᣐ点ࠕあいࡕ子どࡶ㣗ᇽ応᥼ステーシࣙン （ࠖあいステ）の認定を行ࡗた。 

࡬㣗ᇽࡶ子ど、ࡸけ࠿の㣗材ᥦ౪の࿧び࡬イトࠖにて、企業等ࢧータル࣏㣗ᇽ応᥼ࡶ子どࡕあいࠕ（6）

ᐤ㝃㣗材等の情報を発信した。 

（7）学⩦ᨭ᥼ࣛ࣎ンティア活ືをᨭ᥼するため、ࣛ࣎ンティア養成・人材バンࢡ事業を実施した。 

㣗ᇽマップࡶ子どࠕ㣗ᇽࠖの情報をᥖ㍕したࡶ子どࠕによる情報発信の௚、県内のࢪー࣌ーム࣍（�） 、ࠖ

実施報࿌᭩を作成・㓄ᕸした。 

○ 子どࡶ㣗ᇽマップ  1��00部 

○ 子どࡶのᒃ場ᡤ࡙くり応᥼事業・実施報࿌᭩（子どࡶ㣗ᇽ取⤌事౛㞟） �00部 

○ 機関ㄅ࡫ࠕらࡊ通信 （ࠖP'F・㝸᭶発行）の作成・㓄信 
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【指 標（令和6 年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

子どࡶのᒃ場ᡤ࡙くり推進会議᳨ウ部会の㛤ദ 2回 2回

子どࡶのᒃ場ᡤ࡙くり応᥼事業 
研修会 �ᆅ༊各1回
ー 1回ࢼミࢭ

研修会 2回

ー 1回ࢼミࢭ

あいࡕ子どࡶ㣗ᇽ応᥼ステーシࣙン研修の㛤ദ 新つ 㸯回

㣗ᇽ応᥼ステーシࣙンࡶ子どࡕあいࠕ （ࠖあいステ）の認定 10ᣐ点 1ᣐ点

子どࡶ㣗ᇽ実㊶者研修会及び情報஺᥮会の㛤ദ �回 2回

【参 考】 

これまでの

実  績

項   目 令和元年度 令和2年度 令和�年度 令和4年度 令和5年度

子どࡶ㣗ᇽᩘ ᡤ࠿ᡤ 404࠿�ᡤ 29࠿ᡤ 224࠿ᡤ 175࠿140

各年5᭶1᪥時点 

今後の 

課 題 

㣗材ᥦ౪のᆅᇦᣐ点ࠕあいࡕ子どࡶ㣗ᇽ応᥼ステーシࣙン （ࠖあいステ）のᣑ充と、子ど

 。㣗ᇽの利用ಁ進がồめられているࡶ

⋝ ಸ૶৵ઠৱসಉ્୻೵હभ೙ਭযषभইज़ট॔شॵউ੍ରभ௓ਤ 

⥭ᛴᑠཱྀ㈨㔠等≉౛㈚付で㢧ᅾ化した生活ᅔ❓者に対するൾ㑏事務を㐺ษࡘ࠿効率的に進めるため、

に、ᅔ㞴をᢪえる೉ཷ人の生活෌ᘓを図るため、┦ㄯࡶンターࠖを運Ⴀするととࢭ౛㈚付ൾ㑏事務≉ࠕ

ᨭ᥼を୺にᢸ࠺ᕷ༊⏫ᮧ社協とのフォローアップᨭ᥼に対するព見஺᥮を図るととࡶに体ไᩚഛを推進した。 

 েણૣකৱস೵હ਑度धেણ൑჉঻ঽয়੍ର਑度धभ৴௚ଢ଼ఊভभৰ઱ ڭ
 生活福祉㈨㔠ᢸ当者と⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関のᢸ当者がより一ᒙの㐃ᦠᙉ化を図り、ໟᣓ的なᨭ᥼体ไを

確❧することを目的として㛤ദした。 

 েણૣකৱসৗભ૙৩ଢ଼ఊভभৰ઱ ڮ
 生活福祉㈨㔠㈚付ไ度࡬の理ゎಁ進を図るため、⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関のᢸ当者及び福祉事務ᡤの生活ಖ

ㆤᢸ当者をᣍ⮴し、㛤ദした。 

 েણૣකৱসৼ୥৩ଢ଼ఊভभৰ઱ گ
生活福祉㈨㔠┦ㄯ員の㈨㉁向上とമᶒ管理ࡸൾ㑏等の㐺ṇな事業運Ⴀのため研修会を㛤ദした。 

 ॵউ੍ର৬਑ତ૟भ੍ର॔ش৘ય঴੨঺ੈपउऐॊইज़ট ڰ
すべてのᕷ༊⏫ᮧ社協と、ゼၥ等によりព見஺᥮ࡸフォローアップᨭ᥼の推進を౫㢗した。 

ᕷ༊⏫ᮧ社協にフォローアップᨭ᥼事業⿵ຓ㔠を஺付し、ᕷ༊⏫ᮧ社協における、ᅔ㞴をᢪえる೉ཷ

人の生活෌ᘓに向けたフォローアップᨭ᥼体ไᩚഛのᙉ化を図ࡗた。 
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 ੲਾ઀୹ ڱ
（1）ᕷ༊⏫ᮧ社協ࡸ⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関に対し、生活福祉㈨㔠の೉ཷ人࡬㔜ᒙ的なᨭ᥼を行࠺ための情報

ᥦ౪を行ࡗた。 

（2）生活福祉㈨㔠の೉ཷ人に対し、┦ㄯ❆ཱྀであるᕷ༊⏫ᮧ社協ࡸ⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関に関する情報ᥦ౪

を行ࡗた。 

 ಸ૶৵ઠৱসಉ્୻೵હभ೥൬হਜभৰ઱ ڲ
  ⥭ᛴᑠཱྀ㈨㔠等≉౛㈚付のൾ㑏事務を㐺ษࡘ࠿効率的に進めた。

࠙ൾ㑏の≧ἣ  ࠚ                                ��᭶ᮎ時点� 

 の௚㸸一部ච㝖、未ൾ㑏、ൾ㑏㐜れありࡑ 1ͤ

の௚の実績ࡑ࠙  ��᭶ᮎ時点�                                    ࠚ

ͤ2 606㏦信㸸ච㝖・⊰ண申ㄳ等が未ᥦฟの೉ཷ人࡬の෌᱌内、୙㊊᭩㢮等の╩ಁ等

ͤ� ཷ電㸸≉౛㈚付ൾ㑏事務ࢭンター࡬のၥྜࡏ  
ͤ4 ᯫ電㸸೉ཷ人࠿らᥦฟࡉれた᭩㢮の内容確認、୙㊊᭩㢮の╩ಁ

【指 標（令和ڲ年度目標値達成度）】

項        目 達成目標 実績・成果 

生活福祉㈨㔠㈚付ไ度と生活ᅔ❓者⮬❧ᨭ᥼ไ度

との㐃ᦠ研修会の実施 
1回㛤ദ 1回 ཧຍ者 7�ྡ

生活福祉㈨㔠新௵職員研修会の実施 1回㛤ദ 1回 ཧຍ者 6�  ྡ

生活福祉㈨㔠事務ᢸ当者会議の実施 1回㛤ദ 1回 ཧຍ者 �1  ྡ

生活福祉㈨㔠┦ㄯ員研修会の実施 2回㛤ദ 2回 ཧຍ者 122  ྡ

情報ᥦ౪ 

▶ ᕷ༊⏫ᮧ社協及び⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関 

▶ ೉ཷ人 

各2回

ᕷ༊⏫ᮧ社協向けㄝ᫂会 4回㛤ദ 

各ᕷ༊⏫ᮧ社協ゼၥព見஺᥮  

70ᕷ༊⏫ᮧ

⮬❧┦ㄯᨭ᥼機関向け通知  1回 

೉ཷ人向け通知等      6回 

㈚付決定௳ᩘ

（㎡㏥ྵまࡎ）
ൾ㑏ච㝖῭

ൾ㑏  ̈̀

（ൾ㑏᏶஢）
⊰ண中 

ൾ㑏中 

（ൾ㑏㐜れなし）
の௚ͤ㸯ࡑ

௳  ᩘ 157��77௳ 56�116௳ 12�947௳ 11��57௳ 6�761௳ 70�696௳

業務ྡ �ͤ ච㝖・⊰ண申

ㄳ᱌内等㒑㏦
606㏦信ͤ㸰 ཷ電ͤ㸱 ᯫ電ͤ㸲

実績್ 279��7�௳ 5��5��௳ �5�0�6௳ 106�497௳
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【参 考】 

これまでの 

実   績 

項   目 令和2年度 令和�年度 令和4年度 令和5年度 

生活福祉㈨㔠

事務ᢸ当者 

会議の実施 

1回

7�ྡ

1回

66  ྡ

1回

76  ྡ

1回

76  ྡ

今 後 の 

課   題 

○ 現ᅾࡶ生活の❧て直しができない೉ཷ人ୡᖏの方のኌを⫈き、必要なᨭ᥼ࡘ࡬なࡆる

ととࡶに、ໟᣓ的なᨭ᥼のࡉらなる推進にࡴけて、関ಀ機関との㐃ᦠを一ᒙᙉ化してい

く必要がある。 

○ ┦ㄯᨭ᥼を୺にᢸ࠺ᕷ༊⏫ᮧ社協の┦ㄯᨭ᥼体ไを᭦にᙉ化する必要がある。 

○ ≉౛㈚付の೉ཷ人をྵࡴ生活ᅔ❓者がᢪえるᅔりࡈと࡬のᨭ᥼ࡣ、社協のᮏ᮶的な  

ᙺ割であり、生活福祉㈨㔠ᢸ当部署のみならࡎ、生活ᅔ❓ᨭ᥼ᢸ当部署をྵめ、社協඲

体で取⤌ࢇでいく必要がある。 

⋞ 成年৏ৄ਑度भ௓ਤ੍ର 

ᕷ⏫ᮧにおける成年後見ไ度の体ไᩚഛと機⬟ᙉ化を図るため、愛知県の事業ጤクをཷけ、情報ᥦ౪

に、成年後見ไ度企画推進会議ጤ員をアドバイザーとしてὴ㐵し、ಶูの┦ㄯᨭࡶㄯに応じるとと┦ࡸ

᥼を行ࡗた。また、ᕷ⏫ᮧのᢸ当職員の㈨㉁向上を図るため、研修会を㛤ദした。 

なお、県の成年後見ไ度推進会議（協議会）が直Ⴀとなࡗたこと࠿ら、令和 6 年度ᮎをࡗࡶて愛知県

 。らの事業ཷクを⤊஢した࠿

 成年৏ৄ਑度੫઺௓ਤভ৮भ৫ಈ ڭ

  ྖ法・福祉等関ಀ者と㐃ᦠし、中᰾機関等の機⬟ᙉ化を図るための効果的なプログࣛムを᳨ウし、研

修会等事業を企画・実施した。 

○ 㛤ദ回  ᩘ  �回  

 ാपेॊৼ୥੍ରୣشभਝ઼఺ल॔ॻংॖ२شॱشॹॕॿش॥ ڮ

中᰾機関のᩚഛと機⬟ᙉ化を図るため、ࢥーࢹィࢿーター職員を㓄⨨し、ᕷ⏫ᮧ等࠿らの┦ㄯࡸ情報

ᥦ౪に応じるととࡶに、成年後見ไ度企画推進会議ጤ員をアドバイザーとしてᆅᇦにὴ㐵し、ᑓ㛛的見

ᆅ࠿ら┦ㄯຓゝを行ࡗた。 

なお、今年度ࡣ新たに2ᕷにࢭンターがタ⨨ࡉれ、54ᕷ⏫ᮧの内52ᕷ⏫ᮧで成年後見の体ไᩚഛが

図られている。 

○ ┦ㄯᨭ᥼௳  ᩘ   1�6௳ 

○ ὴ㐵௳  ᩘ     25回 
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 成年৏ৄ਑度৘঴੨૿ਊ૙৩ଢ଼ఊভभ৫ಈ گ

中᰾機関をጞめᕷ⏫ᮧのᶒ利᧦ㆤ・成年後見ไ度をᢸ当している社協・行ᨻの職員等を対象に、ពᛮ

決定ᨭ᥼࡬の共通理ゎを῝めるために研修会を㛤ദし、ࢭンター等の機⬟のᙉ化と職員のス࢟ルアップ

を図ࡗた。 

○ ཧຍ対象  ᕷ⏫ᮧ行ᨻ・社会福祉協議会、中᰾機関、広ᇦ1P2法人のᢸ当職員等

○ ཧຍ者    107  ྡ

【指 標（令和ڲ年度目標値達成度）】

項        目 達成目標 実績・成果 

成年後見ไ度利用ಁ進研修会企画ㄪᩚ会議の㛤ദ �回 �回

ᑓ㛛職アドバイザー等のὴ㐵による┦ㄯᨭ᥼ 10回 25回

成年後見ไ度ᕷ⏫ᮧᢸ当職員研修会の㛤ദ 1回 1回

⋟ ૣක઱ੁभ৹ਪଢ଼஢؞ੲਾ৅ਦभਘ৲ؚব؞਩ಉषभ઀੉؞ਏ஦ણ৿ 
社会福祉法人・社会福祉施タの現場の実情を踏まえたᥦゝ要ᮃとするため、法人⤒Ⴀ、施タ運Ⴀに┿

に㔜要なᨭ᥼・法人ࡸ施タに関するㄪ査を実施し、ㄪ査⤖果に基࡙いたᅜࡸ県等࡬のᥦゝ・要ᮃ活ືをᒎ

㛤した。なお、愛知県・ྡྂᒇᕷ࡬の要ᮃ᭩にࡘいて࣍、ࡣーム࣌ーࢪでබ㛤し、情報発信をᙉ化した。 

 ਏ஦ણ৿؞বृ਩ಉषभ઀੉ ڭ

（1）愛知県・ྡྂᒇᕷとの社会福祉推進᠓ㄯ会  ᮇ᪥ 7᭶�᪥ 

（2）中᰾ᕷ࡬の要ᮃ 

中᰾ᕷをゼၥし、要ᮃ᭩をᥦฟした。

一ᐑᕷ   ᮇ᪥ 10᭶29᪥      ㇏ᶫᕷ   ᮇ᪥ 10᭶25᪥

㇏⏣ᕷ   ᮇ᪥ 10᭶22᪥      ᒸᓮᕷ   ᮇ᪥ 10᭶25᪥ 

（�）ᆅᇦの福祉をᏲりᢤくための福祉ᚑ事者の㈤上ࡆならびに≀౯㧗㦐対⟇ᨭ᥼に࠿࠿る⥭ᛴ要ᮃ 

඲ᅜ社会福祉法人⤒Ⴀ者協議会と社会福祉法人⤒Ⴀ者ጤ員会と㐃ྡで要ᮃ᭩ࠕᆅᇦの福祉をᏲりᢤ

くための福祉ᚑ事者の㈤上ࡆならびに≀౯㧗㦐対⟇ᨭ᥼に࠿࠿る⥭ᛴ要ᮃ をࠖ愛知県知事、愛知県議

会議長、愛知県㑅ฟのᅜ会議員࡬ᥦฟした。 

  ᮇ᪥ 11᭶  

  （4）≀౯㧗㦐対応㔜点ᨭ᥼ᆅ方๰生⮫時஺付㔠ࠕ㔜点ᨭ᥼ᆅ方஺付㔠ࠖのண⟬化に対する⥭ᛴ要ᮃ 

඲ᅜ社会福祉法人⤒Ⴀ者協議会と社会福祉法人⤒Ⴀ者ጤ員会と㐃ྡで要ᮃ᭩ࠕ≀౯㧗㦐対応㔜点ᨭ

᥼ᆅ方๰生⮫時஺付㔠ࠕ㔜点ᨭ᥼ᆅ方஺付㔠 のࠖண⟬化に対する⥭ᛴ要ᮃ᭩㹼利用者・ᆅᇦ社会をᏲ

りᢤくため社会福祉施タ࡬の≀౯㧗㦐対⟇を㹼ࠖを愛知県福祉ᒁ長࡬ᥦฟした。 

  ᮇ᪥ 12᭶26᪥ 
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 ਏ஦৔ઍ؞਌ऩ઀੉ ڮ

㔜点要ᮃ࠙共通事項  （の要ᮃ᭩よりᢤ⢋࡬愛知県）ࠚ

�1� 社会福祉ไ度充実のための財源の確ಖにࡘいて

�2� 福祉人材の確ಖ・⫱成・定╔及び福祉࡬の理ゎにࡘいて

��� 愛知県Ẹ間社会福祉施タ運Ⴀ費⿵ຓ㔠の充実にࡘいて

�4� ㅖ≀౯㧗㦐に対する取り⤌みにࡘいて

�5� 大つᶍ⅏ᐖ（ᆅ㟈・㢼Ỉᐖ）に対する体ไ等のᩚഛにࡘいて

�6� 社会福祉施タにおける新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕対応࡬のᨭ᥼にࡘいて

�7� Ẹ間社会福祉施タ᣺⯆㈨㔠のཎ㈨確ಖにࡘいて

��� 福祉ࢧーࣅス➨୕者ホ౯事業のཷᑂಁ進にࡘいて

�9� 社会福祉法人の法人⛯㠀課⛯のሀ持にࡘいて

 ৹ਪ੥ટभఢੴ گ

アンケートにより要ᮃ項目をタ定し、ࡑの要ᮃ項目に基࡙き、ࡑのドᣐ・᰿ᣐ・⿬付けとなるㄪ査を

行ࡗた。 

【指 標（令和 6 年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

ጤ員会・✀ู部会ࡈとでのㄪ査実施及び要ᮃ項目のタ定 1回 1回

ᅜࡸ県・ྡྂᒇᕷ等࡬のᥦゝ・要ᮃ活ືの実施 各1回 各1回

【参 考】 

これまでの 

実   績 

ᮏ会社会福祉法人⤒Ⴀ者ጤ員会㺃社会福祉施タጤ員会でࡣ、౛年 7 ᭶に愛知県とྡ

ྂᒇᕷ࡬のண⟬要ᮃ活ືの一⎔として社会福祉推進᠓ㄯ会を実施している。 

県社協の社会福祉法人⤒Ⴀ者ጤ員会・社会福祉施タጤ員会・✀ู部会会員に対し、

ண⟬対⟇ᥦゝ活ືアンケートを実施し、ࡑの⤖果を基にしてタ定した要ᮃ項目に対し、

のに対し、改めてㄪ査をࡶたࡗの要ᮃ項目の⿬付けとなるドᣐ・᰿ᣐ等が必要となࡑ

実施し、要ᮃ時の㈨ᩱとした。 

今 後 の 

課   題 

○ ண⟬要ᮃの内容ࡣ、社会福祉推進᠓ㄯ会が㛤ദࡉれる当ヱ年度࠿ら᳨ウしている

が、༑ศなㄪ査をࡶとにした要ᮃ内容とするにࡗ⮳ࡣていない。目的を持ࡗたㄪ査

を行い、ࡑれをࡶとにした要ᮃ活ືがồめられている。 

○ 社会福祉推進᠓ㄯ会において要ᮃする内容にࡘいて関ಀ部ᒁ࡬༑ศにㄝ᫂し理ゎ

を得る必要がある。 
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⋠ ૣකয౫૮મ૙঵ງஂਃચभਘ৲ 
社会福祉事業等にᑵ業しよ࠺とするồ職者に対して職業⤂௓を行࠺ととࡶに、ồ職者と労働者を㞠用し

よ࠺とするồ人事業ᡤの間に❧ࡕ、㞠用関ಀを成❧ࡏࡉるためのあࢇࡏࡗ等を↓ᩱで実施した。 

 ૮મ૙঵ງஂਚभੳੴ度਱঱ ڭ

福祉に≉化した↓ᩱ職業⤂௓ᡤとしての認知度向上を図るため、ᚑ᮶のබ共職業安定ᡤ、福祉⣔養成

ᰯ、௓ㆤ職員ึ௵者研修の実施機関等࡬の㓄ᕸ≀等による広報にຍえ、බᘧ/,1(（ࣛイン）等の616

の活用ࡸᆅୗ㕲㥐における⥅続的なࢿࣃル広࿌のᥖ♧など、広報の多様化に取り⤌ࡔࢇ。 

また、ಖ⫱ኈにࡘいてࡣ、ಖ⫱ኈ・ಖ⫱ᡤᨭ᥼ࢭンターを運Ⴀし、ᑵ職ᨭ᥼を行࠺ととࡶに、ಖ⫱現

場を㞳れている方など࡬ᑵ職ᨭ᥼研修ࡸᑵ職フ࢙ア㛤ദなどのᨭ᥼を行ࡗた。

 ৲ක৓ৼ୥ৌૢभਘૣ ڮ

一⯡的なồ職者のᑵ業あࢇࡏࡗにຍえ、㈨᱁取得ࡸᑵ職ᨭ᥼のための㈚付ไ度の⤂௓ࡸ、生活ᅔ❓者

ᨭ᥼❆ཱྀ࡬のᘬ⥅ࡂ等、ồ職者の生活課題等にᐤりῧࡗた୎ᑀな┦ㄯ対応を実施した。

 ௞૙ஂ૧ૣක૒ಉඍল਑度भఢੴ گ

ᒆฟไ度を広く広報࿘知するため、᪤Ꮡの新⪺ࡸ㞧ㄅ等࡬の広࿌のみならࡎ、インターࢿット上での

広࿌㓄信を行い、Ⓩ㘓者ᩘをቑࡸすよ࠺ດめた。

 ૧भ಺૙੕়ইख़॔৫ಈपेॊૣකয౫参োയਤஂ؞කૣ ڰ

ཧຍ法人とཧຍồ職者のマッࢳング機会をᥦ౪することにより、福祉人材のཧ入ಁ進を図ࡗた。 

また、フ࢙アの実施に向けてࡣ、インターࢿット上での広࿌㓄信などを充実ࡏࡉるととࡶに、ಖ⫱・

௓ㆤのインフル࢚ンࢧーの活用により多様な広࿌活ືを推進した。

【指 標（令和ڲ年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

福祉人材↓ᩱ職業⤂௓ᡤのあࢇࡏࡗによるᑵ職者  ᩘ 400  ྡ �97ྡ（��）

㈨᱁取得ᨭ᥼及びᑵ職ᨭ᥼㈚付事業の㈚付௳  ᩘ 1�70�௳ 1��47௳���56� 

㞳職௓ㆤ福祉ኈ等ᒆฟไ度新つᒆฟ人  ᩘ
前年比10�ቑ 

55実績（694ྡ）
621ྡ（�7�）

福祉・௓ㆤのᑵ職⥲ྜフ࢙アのཧຍ者  ᩘ
前年比20�ቑ 

55実績�4�2 �ྡ 
52�ྡ（�96）
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【参 考】 

これまでの 

実   績 

○ 社会福祉施タ・事業ᡤのồ人と社会福祉事業࡬のᚑ事をᕼᮃするồ職者とのマッࢳ

ングを行ࡗた。 

࠙福祉人材↓ᩱ職業⤂௓ᡤのあࢇࡏࡗによるᑵ職者ᩘ  ࠚ

令和�年度 令和4年度  令和5年度  
�76ྡ �75ྡ �70ྡ

○ 㞳職௓ㆤ福祉ኈ等ᒆฟไ度の広報࿘知を推進した。 

࠙新つᒆฟ者ᩘ  ࠚ

令和�年度 令和4年度  令和5年度  
560ྡ 612ྡ 694ྡ

○ 福祉・௓ㆤのᑵ職⥲ྜフ࢙アを㛤ദし、福祉人材のཧ入を図ࡗた。 

࠙福祉・௓ㆤのᑵ職⥲ྜフ࢙アのཧຍ者ᩘ  ࠚ

令和�年度 令和4年度  令和5年度  
520ྡ 4�7ྡ 4�2ྡ

今 後 の 

課   題 

○ ồ職者及びồ人事業ᡤにおける福祉人材↓ᩱ職業⤂௓ᡤの認知度の向上がồめら

れている。  

○ ⱝ年ᒙ、中㧗年㱋者、定年㏥職者、子⫱てୡ௦、௚ศ㔝࠿らの転職者など、多様な

人材を福祉ศ㔝に࿧び込ࡴためのᕤኵࡸアプローࢳがࡉらに必要になࡗている。 

○ ጤ員会・✀ู部会等の会員⤌⧊ࡸ愛知労働ᒁ等の関ಀ機関・ᅋ体などと㐃ᦠし、効

果的な福祉人材確ಖを図る必要がある。 

⋡ ಼૩पਘःੌ௶৬਑भଡണ 
大つᶍ⅏ᐖにഛえ、平時࠿ら社協・行ᨻ・Ẹ間ࢡࢭターとの୕者㐃ᦠによる⅏ᐖࣛ࣎ンティアࢭンタ

ー（⅏ᐖ9&）の体ไᩚഛを進めるととࡶに情報通信ᢏ⾡（,&7）を活用したࠕあいࡕ⅏ᐖࣛ࣎ンティア

 。ンター運Ⴀシステムࠖの定╔のための研修を実施したࢭ

また、ᕷ⏫ᮧ社協における事業⥅続計画（%&P）の⟇定をᨭ᥼した。 

ຍえて、⅏ᐖ福祉広ᇦᨭ᥼体ไのᩚഛに向け、愛知県⅏ᐖὴ㐵福祉ࢳーム（愛知'&$7）のࢳーム員を

確ಖ・養成を実施した。 

&੮৬धभ৴௚भਘ৲ಉपेॊ಼૩9؞੗஘ऩঢ়બ঻ ڭ भ৬਑ତ૟ 

（1）大つᶍ⅏ᐖ時の⅏ᐖ 9& のタ⨨、運Ⴀにಀる体ไᩚഛにࡘいて、行ᨻ、1P2 等と㐃ᦠ・協働し推

進した。 

○ ⅏ᐖ対応ᨭ᥼部会の㛤ദ  �回

（2）㐃ྜ愛知、ࣛイ࢜ンズࣛࢡブᅜ㝿協会 ��4�$ ᆅ༊�ᡤ管ᆅ༊�愛知県඲ᇦ�との⅏ᐖ 9& のᨭ᥼協࡬
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定に基࡙き、平時࠿ら県社協及びᕷ⏫ᮧ社協との㐃ᦠを推進した。 

   また、新たにබ┈社ᅋ法人᪥ᮏ㟷年会議ᡤᮾᾏᆅ༊愛知ブロッࢡ協議会とのᨭ᥼協定を12᭶2᪥

に⥾⤖した。 

（�）県内ブロッࢡᕷ⏫ᮧ社協⅏ᐖ┦஫ᨭ᥼体ไのᵓ⠏のため、共ྠカ⦎等࡬のཧຍ及びᨭ᥼を行ࡗた。 

（4）⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈⿕⅏ᆅὴ㐵者を対象に、ᨭ᥼活ືの成果ࡸ課題を᣺り㏉り、今後の応᥼職員ὴ㐵に活

。すために᣺㏉り会を実施した࠿

○ ⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈⅏ᐖ⿕⅏ᆅ࡬のᕷ⏫ᮧ社協応᥼職員ὴ㐵にಀる᣺㏉り会 

�ᕷ⏫ᮧ社協⅏ᐖ対応ᨭ᥼会議� 1 回・�4  ྡ

（5）,&7を活用したࠕあいࡕ⅏ᐖࣛ࣎ンティアࢭンター運Ⴀシステム のࠖ定╔のための研修を実施した。

○ 運Ⴀシステム研修会 1 回・65  ྡ

৘঴੨঺ੈ%&3 ڮ ੁ৒भ௓ਤ 

ᕷ⏫ᮧ社協における%&P の⟇定ᨭ᥼を行ࡗた。

○ ᕷ⏫ᮧ社協の%&P⟇定ㅮᗙ（前ᮇ・後ᮇ）（福祉でま࡙ࡕくり推進事業、%&P⟇定ࣔࢹル事業）

の㛤ദ  2回・5社協ཷㅮ

 ૩ૣකઁୠ੍ର৬਑भତ૟಼ گ

（1）令和㸴年⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈の愛知'&$7のὴ㐵実績を踏まえ、ὴ㐵に࠿࠿るマニュアル及び様ᘧ等の見

直しを行ࡗた。

（2）⅏ᐖ福祉広ᇦᨭ᥼体ไの推進に向けて、愛知'&$7のࢳーム員の確ಖ及び養成を行ࡗた。

  ○ 愛知'&$7ࢳーム員Ⓩ㘓研修      1回 �0ྡ

○ 愛知'&$7ࢳーム員ス࢟ルアップ研修  1回 �0ྡ

○ 愛知'&$7ࢳーム員発ᒎ研修      1回 �0ྡ

ͤ令和7年度より、'&$7࠿ら':$7にྡ⛠をኚ᭦した。

【指 標（令和6 年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

ᕷ⏫ᮧ社協における事業⥅続計画（%&P）⟇定の推進 研修1回 研修2回 

愛知'&$7 ーム員のⓏ㘓及び養成ࢳ
Ⓩ㘓・ス࢟ルアップ・

発ᒎ研修 各1回 各1回実施

14
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【参 考】 

これまでの 

実   績 

○ 大つᶍ⅏ᐖを᝿定した多様な関ಀ者・ᅋ体との㐃ᦠのᙉ化 

▶ ⅏ᐖ対応ᨭ᥼部会の㛤ദ 

▶ᕷ⏫ᮧ社協⅏ᐖ対応ᨭ᥼会議の㛤ദ 

 ▶ ⅏ᐖ9&タ⨨・運Ⴀ研修の㛤ദ 

 ▶ 県内ブロッࢡ会議࡬のཧຍ 

 ▶ 県内ブロッࢡ共ྠカ⦎等࡬のཧ画・ཧຍ 

○ ᕷ⏫ᮧ社協における%&Pの⟇定≧ἣ（令和�年ᮎ）

達成目標್ 実績  ್ 達成率 

5�社協 27社協 50% 

○ ⅏ᐖ福祉広ᇦᨭ᥼体ไの推進 

▶ 愛知'&$7ࢳーム員Ⓩ㘓  ᩘ  ��0ྡ（令和6年度ᮎ時点）

今 後 の 

課   題 

○ ᕷ⏫ᮧ社協が運Ⴀする⅏ᐖ 9& のタ⨨ࡸ運Ⴀにಀる県内ブロッࢡ┦஫の応᥼体ไ

のᩚഛが必要である。

○ ㎿㏿な情報発信ࣛ࣎ࡸンティアの事前Ⓩ㘓等、⅏ᐖ 9& の෇⁥な運Ⴀを行࠺ため

ンター運Ⴀシステムࠖの運用ࢭンティアࣛ࣎⅏ᐖࡕあいࠕᕷ⏫ᮧ社協における、ࡶ

体ไのᩚഛが必要である。

○ 愛知県⅏ᐖὴ㐵福祉ࢳーム�愛知'&$7�の㐃⤡体ไᩚഛにおけるࢳーム員Ⓩ㘓者ྡ

⡙の⢭査が必要である。

⋢ ৈೡ঻भেऌऋःध௏೨तऎॉभ௓ਤ఺ल৉ୠણ৿षभ参ਸയਤ

㧗㱋者に学⩦の機会をᥦ౪することにより、㧗㱋者⮬らの学⩦ពḧをຓ長し、ࡗࡶて生きがいと೺ᗣ

࡙くりを図るととࡶに、ᆅᇦの社会活ືの中᰾となる人材の養成にດめた。 

ᮏ年度にࡘいてࡣ、定員を新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ὶ行前にᡠして実施した。 

 ढ़ঞॵ४भ৉ୠણ৿੍ରఐ目भౄৰشःठ३ঝংँ ڭ

  ᆅᇦの社会活ືの中᰾となる人材を養成するため、ᆅᇦ活ືᨭ᥼⛉目の充実を図り、�⛉目を実施した。 

 令和6年度 ༞業生  5�0ྡ（定員6�0ྡ） ࠐ    

 ५ُभৰ઱شढ़ঞॵ४෮঵৏भَ௧୅॥شःठ३ঝংँ ڮ

   あいࡕシルバーࣞ࢝ッࢪで学ࡔࢇことを活用し、༞業後にࡑれࡒれのᆅᇦで社会ཧຍ活ືの体験࠿ら

実㊶ࡘ࡬なࡆるためのᑓ㛛的な学⩦を実施し、ᆅᇦで活㌍する人材を養成した。 

 ཧຍ対象 ༞業生  6᪥間  �0ྡཷㅮ ࠐ
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 ൥ౠभ৫ಈشॱش৉ୠણ৿१এ گ

を実施している඲ての会場（ྡྂᒇ、㇏ᶫᕷ、ᒸᓮᕷ、一ᐑᕷ、ᮾᾏᕷ）にて、ᆅ元のᕷ社ࢪッࣞ࢝   

会福祉協議会の協力のࡶと、ᆅᇦ㈉⊩活ືにࡘながるㅮᗙを実施した。

ࠐ    ཧຍ対象 ᅾ学生  �学⛉・� 回実施 

【指 標（令和ڲ年度目標値達成度）】 
項        目 達成目標 実績・成果 

あいࡕシルバーࣞ࢝ッࢪのᆅᇦ活ືᨭ᥼⛉目の充実 �⛉目�22時間� �⛉目�22時間� 

あいࡕシルバーࣞ࢝ッࢪ༞業後のࠕᑓ㛛ࢥースࠖの㛤ദ 養成�0ྡ 養成�0ྡ

ᆅᇦ活ື࣏ࢧーターㅮᗙの㛤ദ �回 �回

【参 考】 

これまでの 

実   績 

○ あいࡕシルバーࣞ࢝ッࢪの運Ⴀ 

 令和元年度 ༞業生  614ྡ（定員6�0ྡ）

 令和2年度 新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にకい事業中Ṇ

 令和�年度 新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にకい事業中Ṇ

 令和4年度 ༞業生  45�ྡ（定員519ྡ）

令和5年度 ༞業生  490ྡ（定員519ྡ）

今 後 の 

課   題 

○ あいࡕシルバーࣞ࢝ッࡣࢪ、༞業後の活ືとして、ᆅᇦでの社会㈉⊩活ືࡣ、༑ศ

に取り⤌まれていないこと࠿ら、ࣞ࢝ッࢪᅾ学中に、ᆅᇦ社会活ືにࡘなࡆるㅮᗙ

を充実するととࡶに、༞業生を対象としてᆅᇦでの社会㈉⊩活ືにࡘながるㅮᗙを

実施していく。ࡉらに、:ebࢧイトにより、༞業生のᆅᇦ活ືの事౛を⤂௓するな

ど、ᆅᇦ活ືにࡘながる取り⤌みをより一ᒙ推し進める必要がある。 

○ 学⛉ࡸ㛤ദᆅに೫りがあり、応ເがᑡない学⛉等の見直しを要する。 

⋣ ਩௽૩঻५এشॶপভभ৫ಈ؞৸ব௽૩঻५এشॶপভषभ৭ুୣാؚ指଑঻भ৅໧ؚു成 
㞀ᐖ者ス࣏ーࢶを推進するため、愛知県㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会の㛤ദࡸ඲ᅜ㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会࡬の㑅

手ὴ㐵を実施した。

 ॶপভभ৫ಈش਩௽૩঻५এ ڭ

（1）ಶ人➇ᢏ

✀     目 㛤ദ᪥ 会    場 ཧຍ者

リング 4᭶1�᪥࢘࣎ ྡྂᒇグࣛンド࢘࣎ル 111人
㝣上 4᭶27᪥、2�᪥ ㇏⏣ᕷ運ືබᅬ㝣上➇ᢏ場 202人

フࣛイングࢹィス4 ࢡ᭶27᪥ ㇏⏣ᕷ運ືබᅬ㝣上➇ᢏ場 192人

ỈὋ 5᭶11᪥ Ύ㡲ᕷΎὪ勤労福祉会㤋 4�人

༟⌫（一⯡༟⌫） 5᭶11᪥ Ύ㡲ᕷΎὪ勤労福祉会㤋 ��人

༟⌫（࢘ࢧンドテーブルテニス） 5᭶19᪥ ᒸᓮᕷ子どࡶ発達ࢭンター体⫱㤋 4人
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（2）ᅋ体➇ᢏ

✀  目 㛤ദ᪥ 会   場 ཧຍ者

ール 4᭶6᪥࣎フトࢯ ཱྀㄽ⩏運ືබᅬ㔝⌫場 25人

 ॶপভषभ৭ুୣാش৸ব௽૩঻५এ ڮ
➨2�回඲ᅜ㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会（6$G$2024）࡬のὴ㐵

○ 㛤ദ᪥ 10᭶26᪥㹼10᭶2�᪥（ὴ㐵ᮇ間 10᭶24᪥㹼10᭶29᪥）

○ ὴ㐵者 㑅手1�9ྡ・ᙺ員79  ྡ ྜ計21�ྡ

成ു؞ॶ指଑঻भ৅໧ش௽૩঻५এ گ
 （1）㞀ᐖ者ス࣏ーࢶᣦ導員養成研修会の㛤ദ  1回（4᪥間）4�ྡ

 （2）㞀ᐖ者ス࣏ーࢶⱝ手ᣦ導人材確ಖ事業（11᭶17᪥）1�ྡ

 （�）㞀ᐖ者ス࣏ーࢶᣦ導者リ・スタートᨭ᥼事業（12᭶15᪥）�9ྡ

 （4）㞀ᐖ者ス࣏ーࢶᣦ導員ᢏ⾡研修会（࢘ࢧンドテーブルテニス）（12᭶22᪥）11ྡ

（5）㞀ᐖ者ス࣏ーࢶᩍᐊ（࢘ࢧンドテーブルテニス）（12᭶22᪥）22ྡ

【指 標（令和ڲ年度目標値達成度）】

項        目 達成目標 実績・成果 

愛知県㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会の㛤ദ 6➇ᢏの㛤ദ 6➇ᢏの㛤ദ

඲ᅜ㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会㑅手ὴ㐵（ಶ人➇ᢏ） 6�ྡ 62ྡὴ㐵 

㞀ᐖ者ス࣏ーࢶᣦ導者の発᥀・養成 
බ認㺨㺽㺵㺛㺬㺽㺎㺠ᣦ導員

取得�0ྡ

බ認㺨㺽㺵㺛㺬㺽㺎㺠ᣦ導員

取得4�ྡ

【参 考】 

これまでの

実   績

○ 県㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会の㛤ദ 

令和2年度 新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にకい6➇ᢏすべての㛤ദを中Ṇ

令和�年度 新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にకい、4➇ᢏの㛤ദを中Ṇ。

後᪥、⛅Ꮨ大会として、2➇ᢏを㛤ദ

令和4年度 ಶ人➇ᢏ6➇ᢏ、ᅋ体➇ᢏ1➇ᢏを㛤ദ 

令和5年度 ಶ人➇ᢏ6➇ᢏ、ᅋ体➇ᢏ1➇ᢏの㛤ദを中Ṇ

○ ඲ᅜ㞀ᐖ者ス࣏ーࢶ大会࡬の㑅手ὴ㐵 

඲ᅜ大会実行ጤ員会࠿ら♧ࡉれた定ᩘ上限のὴ㐵を行࠺べく、準ഛを進めた。

令和2年度 㮵ඣᓥ大会 61 （ྡ新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にక࠺㛤ദ見㏦り）

令和�年度 ୕㔜大会  69ྡ（新ᆺࢥロ࢘ࢼイルスឤᰁ⑕ᣑ大にకい㛤ദ中Ṇ）

令和4年度 ᰣᮌ大会   62  ྡ

令和5年度 㮵ඣᓥ大会 6�  ྡ

今 後 の

課   題

○ 㞀ᐖ者の社会ཧຍをಁ進するためにࡣ、ཧຍの場であるス࣏ーࢶ大会を今後ࡶ⥅続

的に実施していくことが必要である。ࡑのために必要な㞀ᐖ者ス࣏ーࢶをᨭえるᣦ導

者等の人材⫱成、確ಖにᘬき続き力を入れていく必要がある。また、県Ẹの㞀ᐖ者ス

まࡊまࡉ、のᬑ及ၨ発を図るためࢶー࣏に、㞀ᐖ者スࡶの理ゎを῝めるとと࡬ࢶー࣏

な㞀ᐖ者ス࣏ーࢶの体験、ࡩれあい஺ὶの場をタける必要がある。 
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⋤ ஍ટ৓؞ਅറ৓ऩੲਾ৅ਦؚ௮ऌृघः૙ৃ୭୆भତ૟ 
͆愛知࠿らの福祉の㍤きµを広く社会に発信するため、࣓ࢹィアと㐃ᦠした取り⤌みをࡣじめ、HP な

ど、多様な媒体・発信方法を活用し、広報の充実・ᙉ化を図ࡗた。

また、ࠕ愛知県休み方改革マイスター企業ࠖの認定取得ࡸ有給休暇取得ಁ進に向けた取り⤌みࡸ業務の

効率化・┬力化に向けた᳨ウを行い、働きࡸすい職場⎔ቃのᩚഛにດめた。 

 ৲ਘ؞ਾभౄৰઁ ڭ

（1）福祉の㨩力の発信及び福祉の未᮶を⪃えるദしとしてࠕ福祉のᫍフォーࣛムࠖを㛤ദし、ࢪ࣏ティ

ブ福祉のጼໃをアࣆールするととࡶに、ᮏ会の社会的認知度の一ᒙの向上を図ࡗた。

○ ➨16回福祉のᫍフォーࣛムの㛤ദ  2᭶1᪥・109ྡཧຍ

（2）福祉⣔大学生とタイアップし、新たなど点による広報（情報発信）を企画した。

  ○ 取材先  $-8⮬❧のᐙࢹイࢭンターࢧマリア࢘ࣁス、知多ᕷ社会福祉協議会

   ͤ 中᪥新⪺社のࢿࢪࣅストࣞーニングによる取材記者養成ㅮᗙを実施（中᪥新⪺ᮅหᥖ㍕）

（�）HP 及び機関紙に関する業務ࡣ、一元的に管理するため、各部署が運用している広報媒体を㞟⣙す

るととࡶに、事業目的ࡸ対象者ࡈとに多様な広報媒体を活用し、効果的な情報発信にດめた。

（4）県社協の基ᮏ理ᛕを対外的に࿘知するため、⅏ᐖ用ࣅブスをࡣじめ、研修会㈨ᩱ等に県社協ロࢦマ

ーࢡを活用した。

 ௮ऌ্੝୓఺ल঵ਜभ஍૨৲（ॹ४ॱঝ৲）भ௓ਤ ڮ

（1）安඲⾨生ጤ員会における時間外労働時間及び年次有給休暇取得≧ἣの共有を図るとࡶに、年ᮎ年ጞ

の休暇等の前後においてࠕプࣛス࣡ン休暇ࠖをಁ進した。

○ 令和6年度の時間外労働時間の前年度比  27.9%減（職員1 人あたり、平均11.1時間）

○ 令和6年度の年次有給休暇の取得率    64.9% 

（2）業務効率化に向けた県';推進課及びࢪࢹタル先進企業࡬の┦ㄯを行い、職員情報管理システムの

導入をࡣじめ、会㤋内の:L�FL⎔ቃᩚഛを᳨ウし、業務項目のᩚ理をした。

（�）班長会議において業務改善をテーマに協議した。

（4）会計処理の業務効率化に向け新システムを導入するととࡶに、システム運用㠃において、会計監査

人による᳨ドを行ࡗた。

○ 新会計システム導入企業とのᡴࡏࢃྜࡕ会 15回

○ 新会計システムに࠿࠿る職員ㄝ᫂会     �回
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【指 標（令和6 年度目標値達成度）】 

項        目 達成目標 実績・成果 

広報業務の一元化 広報業務の一元管理 共通の広報媒体のみ

年次有給休暇の取得率の向上、時間外勤務労働の削減

年休取得率6割

残業時間の前年度比

1割削減

年休取得率64.9％
残業時間 27.9％減

        （前年度比）

試験的に電子決裁システムを導入 電子決裁の導入 未実施（システム確認のみ）

業務改善に向けたミーティングの実施 1回 班長会議にて実施

会計処理等の業務効率化に向けたアドバイザーの活用 アドバイザーの活用 会計監査人の活用

【参 考】 

これまでの 

実   績 

○ 広報の充実 

▶ 大学生とのタイアップ企画の実施（取材記者養成・福祉現場取材・県社協機関紙

記事作成） 

▶ HPのリニューアル 

▶ Facebookの活用 

○ 業務効率化の推進 

▶ Googleフォームを活用した研修申込・アンケート回答等の電子化 

▶ 勤怠管理のシステムの試験運用 

▶ 会計システムの移行による会計業務の安定性・利便性の向上 

○ 働き方改革の推進 

▶ 令和5年度の時間外労働時間     職員1人あたり 平均15.4時間

▶ 令和5年度の年次有給休暇の取得率  69.9%

今 後 の 

課   題 

○ 発信内容・対象に応じた広報媒体の活用が必要である。 

○ 各部署にて多様な媒体より情報発信をしているため、活用媒体及び発信情報を共有

し、効果的な広報が必要である。 

○ 限られた財源の中、職員情報管理システムの導入に当たり、導入費用及び運転費用

を踏まえ、優先順位を付ける必要がある。 

○ 新会計システムを導入したが、入力手続きなどにおいて改善すべき点が多く、運用

方法の見直しを図る必要がある。 

○ 愛知県休み方マイスター企業認定基準（ブロンズ）を満たすため、平均年次有給休

暇取得率60%以上を維持する必要がある。 
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令和 6 年度事業報告

⋛ ৉ୠद൤ৢにථैचる঺ভ（৉ୠ福祉）तऎॉ 

第ڭ ৉ୠ福祉ણ৿の推進（৘঴੨঺ੈ੍ର） 

ᕷ⏫ᮧ♫༠ࡀᆅᇦにࡅ࠾るໟᣓⓗ࡞支援体制に࡚࠸࠾୰᰾ⓗᙺ๭ࢆᯝたࡏるよ࠺、ᕷ⏫ᮧ♫༠のᇶ┙

ᩚ備に向ࡅた取⤌ࢆ支援ࡍるたࡵ、ྛ ጤ員会・部会࡛のㄢ㢟の᳨ウྛࡸ✀研修事業の充実強化ࢆᅗる࡜

 ࠋたࡗ⾜ࢆඛ㥑ⓗ、効ᯝⓗ事業に対しຓ成࠺⾜ࡀに、ᕷ⏫ᮧ♫༠ࡶ࡜

1 ጤ員会、ᖖ௵ጤ員会、部会の運営及び会㆟の開催 

（1）ᆅᇦ♫会福祉ጤ員会ᖖ௵ጤ員会   2回

（2）ᆅᇦ♫会福祉ጤ員会ឡ▱ጤ員会   2回

（3）ᆅᇦ♫会福祉ጤ員会名ྂᒇጤ員会  1回

（4）ᕷ⏫ᮧ♫༠事務ᒁ㛗会㆟・┴ෆࣈロックู事務ᒁ㛗会㆟  2回・1回 

（5）ᕷ⏫ᮧ♫༠会㛗㺃事務ᒁ㛗ྜྠ会㆟  1回 

（6）ᆅᇦ福祉活ື᥎㐍部会       4回 

2 研修事業の充実強化 

（1）ᕷ⏫ᮧ♫༠新規᥇用職員研修会の開催  1回（2日間）・52名

（2）ᕷ⏫ᮧ♫༠୰㏵᥇用職員研修会の開催  1回・90名

（3）ᕷ⏫ᮧ♫༠会計実務研修会              1回・27名

（4）ᕷ༊⏫ᮧ♫༠職員研✲㞟会の開催    1回・51名

（5）ᕷ⏫ᮧ♫༠発ᒎ・強化計⏬策ᐃ᥎㐍セࢼ࣑ーの開催    1回・37名

（6）コࢸࢽ࣑ࣗィࢯーシࣕルワーカー実㊶研修の開催  ᇶ♏ㄢ⛬ 1回（3日間）・41名

                          ᛂ用ㄢ⛬ 1回（9日間）・9名

（7）コࢸࢽ࣑ࣗィࢯーシࣕルワーカー・リーࢲー研修会      1回・6名 

（8）ᒃᏯࢧーࣅス計⏬ࢻ࢖࢞ラ࢖ン研修の開催࠙:HEే用開催  ࠚ  2回・156名 

3 福祉࡛ࡃ࡙ࡕࡲり᥎㐍事業によるຓ成事業の実施

（1）福祉࡛ࡃ࡙ࡕࡲり᥎㐍事業（୍⯡事業）  13♫༠・22事業・3,559,000 円

（2）福祉࡛ࡃ࡙ࡕࡲり᥎㐍事業（≉ู事業）   9団体・ 9事業・  684,000 円

（3）ᕷ⏫ᮧ♫༠活ື事౛㞟ࠕホップ・スࢸップ・MXPS（YRO�33）ࠖ の作成・配ᕸ  2,500部

4 ᕷ⏫ᮧ♫༠の実ែᢕᥱ࡜情報提供

（1）ᕷ⏫ᮧ♫༠౽ぴの作成    300部

（2）ᕷ⏫ᮧ♫༠現況調査の作成  300部
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5 ᕷ⏫ᮧ♫༠に対ࡍる職員ὴ㐵等による支援

6 福祉࠸࠶ࢀࡩ活ື⥲ྜ⿵ൾ（ᅾᏯ福祉ࢧーࣅス⥲ྜ保㝤・⛣送ࢧーࣅス保㝤等）のᬑ及・ಁ㐍

7 福祉巡回㍍⮬ື㌴のᐤ㉗等

8 全国・ࣈロック኱会、研修会࠙:HE 開催ࠚ等への参加支援

9 ឡ▱┴ホーム࣊ルパー㐃⤡༠㆟会への༠ຊ࡜ඹྠ事業の実施 

第� ঎ছথॸॕ॔・৘ড়ણ৿఺ल福祉ઇ育の推進 

ᕷ⏫ᮧ♫༠࣎ランࢸィアセンターのᇶ┙強化࡜ከᵝ࡞団体等࡜の༠働ࢆᅗるࡶ࡜࡜に、ᮏ会࣎ランࢸ

ィアセンターの広ᇦⓗ࡞ᙺ๭ࢆᢸ࠺ᣐⅬ࡜し࡚のᩚ備ࡸ௻業等のᆅᇦ㈉⊩活ືࢆ᥎㐍したࠋ

⤌の༠働による福祉ᩍ育᥎㐍の௙࡜に、ᆅᇦ・学校・♫༠ࡶ࡜࡜た、ྛጤ員会・部会࡛のㄢ㢟᳨ウࡲ

ࠋたࡗᅗࢆ介護の௙事の⌮ゎ・ಁ㐍ࡸに、介護ࡶ࡜࡜ᅗるࢆ事業ᒎ開࡞り等、効ᯝⓗࡃ࡙ࡳ

1 ጤ員会、部会の運営及び会㆟の開催

（1）ᮏ会࣎ランࢸィアセンター運営ጤ員会              2回

ィア・福祉ᩍ育᥎㐍部会               3回ࢸラン࣎（2）

2 研修事業の充実強化

ィアコーディネーター㣴成講ᗙ及び௻⏬会㆟の開催    1回（6日間）・41名ࢸラン࣎（1）

（2）ᆅᇦඹ生♫会᥎㐍セࢼ࣑ーの開催                     1回・176名

（3）ᕷ⏫ᮧ♫༠福祉ᩍ育ᢸ当職員研修会の開催              1回・29名

機⬟の充実࡜ィアセンターのᇶ┙強化ࢸラン࣎ 3

支援࡜ィア相談員等の人材育成ࢸラン࣎ࡸィアコーディネーターࢸラン࣎（1）

① ィアコーディネーター㣴成講ᗙの開催࠙再ᥖࢸラン࣎  ࠚ  1回（6日間）・41名

② ᮏ会࣎ランࢸィアセンター相談員の配置࡜ᐃᮇᡴྜ会の実施

（2）ఫẸ参加ᆺᅾᏯ福祉ࢧーࣅス団体等ᕷẸ活ືのᬑ及࡜༠働事業の実施

① ఫẸ参加ᆺᅾᏯ福祉ࢧーࣅス団体のᢕᥱ   110 団体

② ఫẸ参加ᆺᅾᏯ福祉ࢧーࣅス団体㐃⤡会㆟の開催  1 回

③ ఫẸ参加ᆺᅾᏯ福祉ࢧーࣅス団体研修会の開催 1 回・35 名

（3）ホームページ・メールࣗࢽースによる情報提供

① ホームページの㝶᫬᭦新

② メールࣗࢽースの配信  ᭶2回

（4）ᬑ及啓発資ᩱの作成・配ᕸ等

ィアࠖの作成       10,000ࢸラン࡛࣎࡞ࢇࡳࠕ 部
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（5）ᕷ⏫ᮧ♫༠࣎ランࢸィアセンターの実ែᢕᥱ࡜情報提供

ィア⾜事用保㝤のᬑ及ࢸラン࣎・ィア活ື保㝤ࢸラン࣎（6）

4 ᕷ⏫ᮧ・学校・ᆅᇦにࡅ࠾る福祉ᩍ育のᬑ及ಁ㐍

（1）福祉ㄞᮏࡶ࡜ࠕに生きるࠖの作成・配ᕸ  93,000部

ックࠖのᬑ及ಁ㐍  1,000部ࣈࢻる福祉ᩍ育ハンࡵࡍࡍᆅᇦ・学校・♫༠࡛ࠕ（2）

（3）ඣ❺・生ᚐの福祉実㊶ᩍᐊの開催

ᡭᘬ᭩㹼ඣ❺・生ᚐの福祉実㊶ᩍᐊ㹼ࠖのᬑ及ಁ㐍  200部ࡅ福祉ᩍ育ᢸ当♫༠職員向ࠕ

（4）福祉体験作ᩥコンクールの実施

福祉体験作ᩥコンクールの実施࡜ඃ⚽作ရ㞟の作成・配ᕸ   ᛂເ341⦅・作ရ㞟800部

ィア体験᭶間ࢸラン࣎ࠕ（5） （ࠖ㟷ᑡ年の࣎ランࢸィア体験学⩦等）のᬑ及ಁ㐍

参加者⥲数㸸3,012名  受ධ施タ数㸸延べ561施タ

（6）ᣦᐃ高等学校による介護⌮ゎಁ㐍福祉༠ຊ校事業の実施  ༠ຊ校5校ᣦᐃ

5 全国኱会・研修会࠙:HE 開催ࠚ等への௦⾲者等ὴ㐵

（1）全国㒔㐨ᗓ┴・ᣦᐃ㒔ᕷ♫༠部・ㄢ・所㛗会㆟  

（2）全国福祉ᩍ育᥎㐍員研修            

ィア全国フォーラムࢸラン࣎（3） 2024࠙㞟ྜ開催ࠚ 

第گ েણ൑჉਼ఝषの੍ର 

ᕷ⏫ᮧ♫༠ࡀ生活ᅔ❓者⮬❧支援事業に୍ᒙ取り⤌࡛ࡀ࡜ࡇࡴきるよ࠺支援したࠋ 

㣗ᇽの開タ・運ࡶ࡝る子࡞࡜のᒃ場所ࡶ࡝子、ࡵるたࡍ強化ࢆへの支援ࡶ࡝た、生活ᅔ❓ୡᖏの子ࡲ

営ࢆ支援ࡍるたࡵ、関ಀㅖ団体・機関࡜㐃ᦠ・༠働し、新たに子ࡶ࡝のᒃ場所࡙ࡃりᛂ援事業ࢆ実施ࡍ

るࡶ࡜࡜に、ᘬき⥆き、子ࡶ࡝の学⩦支援࣎ランࢸィアの㣴成࡜登録・᩷᪕࠺⾜ࢆ人材バンク事業ࢆ実

施したࠋ

た࠼ᢪࢆ通し࡚、ㄢ㢟ࢆ㐃ᦠし、生活福祉資金の貸付࡜に、生活ᅔ❓者⮬❧支援事業の実施୺体ࡽࡉ

ୡᖏの⮬❧࡜生活支援にດࡵたࠋ 

1 ᆅᇦにࡅ࠾る（生活ᅔ❓者⮬❧支援にಀる）支援体制の強化 

福祉࡛ࡃ࡙ࡕࡲり᥎㐍事業による㣗⣊支援࠺⾜ࢆ団体へのຓ成  1団体（再ᥖ） 

2 生活ᅔ❓ୡᖏの子ࡶ࡝への支援の強化 

（1）子ࡶ࡝のᒃ場所࡙ࡃりᛂ援事業の実施 

① 関ಀ機関によるࠕ子ࡶ࡝のᒃ場所࡙ࡃり᥎㐍会㆟ࠖの開催   2回 

② 相談❆ཱྀࠕ子ࡶ࡝のᒃ場所ᛂ援プラࠖࢨの運営  相談件数 692件 
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③ ᳨ウ部会及びྛ✀研修会の実施 

（ア）᳨ウ部会               2回 

㣗ᇽ実㊶者研修会及び情報஺᥮会 2回・57名ࡶ࡝子（࢖）

ーシࣙン研修 1回・24名ࢸ㣗ᇽᛂ援スࡶ࡝子ࡕ࠸࠶（࢘）

ー         1回・26名ࢼ࣑支援対㇟ඣ❺セ（࢚）

④ ホームページによる情報発信 

⑤ 子ࡶ࡝㣗ᇽマップ及び報࿌᭩（事౛㞟）の作成・配ᕸ  1,800部・300部 

⑥ 機関⣬ࡊࡽ࡫ࠕ通信ࠖの発⾜  6回 

（2）子ࡶ࡝の学⩦支援࣎ランࢸィア㣴成・人材バンク事業の実施 

① 学⩦支援にᦠࢃる࣎ランࢸィアの登録者数    409 名（ෆ 6 年度 32 名） 

② 学⩦支援࣎ランࢸィアマッチング件数       16 件 

③ 子ࡶ࡝の学⩦支援࣎ランࢸィア㣴成研修会 1回（5日間）・65名 

④ 学⩦支援࣎ランࢸィア向ࡅເ㞟チラシの作成・配ᕸ 3,000枚

3 ឡ▱┴、セࣈン࢖�レࣈン・ジࣕパン࡜ᮏ会࡜の༠ᐃによるᐤ㉗事業の実施  12 件 

第４ ড়ে੻৩ుญ੻৩ણ৿の推進 

Ẹ生ጤ員・ඣ❺ጤ員、୺௵ඣ❺ጤ員の資質向上࡜活ືの充実強化ࢆᅗるたࡵの事業ࢆ実施ࡍるࡶ࡜࡜

に、活ືし࠸ࡍࡸ環境࡙ࡃり୍ࢆᒙ㐍ࡵるたࡵの取⤌ࢆ強化したࠋ

1 ጤ員会等の運営

（1）Ẹ生ඣ❺ጤ員会ឡ▱ጤ員会の開催                       2回

（2）Ẹ生ඣ❺ጤ員会ឡ▱ጤ員会ᖖ௵ጤ員会の開催                      5回

（3）Ẹ生ඣ❺ጤ員会名ྂᒇጤ員会の開催              3回

（4）Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員活ື研修研✲部会の開催                 3回

（5）ᕷ⏫ᮧẸ生ጤ員ඣ❺ጤ員༠㆟会事務ᢸ当者会㆟の開催ʴ:HE開催  ɻ 1回

（6）ࣔデルẸ生ጤ員ඣ❺ጤ員༠㆟会㐃⤡会等の開催ʴ:HE開催  ɻ    1回

2 研修事業の充実強化

（1）⮬୺事業（:HEᙧᘧに࡚開催）

  ① ᇶ♏ス࢟ル研修会                    1回

  ② ㄢ㢟ู研修会                      1回

  ③ 福祉のࡂ࡞ࡘ研修                    1回

  ④ ᕷ⏫ᮧẸඣ༠事務ᒁᢸ当者研修会             1回

（2）相談ᢏἲ研修会の開催                     1回
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（3）┴受ク事業（㞟ྜᙧᘧに࡚実施）

① Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員༠㆟会会㛗研修の開催               1回

② ୰ሀẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員研修の開催                 1回

③ ୺௵ඣ❺ጤ員研修の開催                                    1回

④ 新௵Ẹ生ጤ員・ඣ❺ጤ員、୺௵ඣ❺ጤ員研修の開催          1回

（4）全国及びᮾᾏ໭㝣ࣈロック規ᶍ࡛開催ࢀࡉる኱会・会㆟・研修会への௦⾲者・参加者のὴ㐵 5回

3 Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員༠㆟会活ືの充実強化

ࠖẸ生ጤ員ඣ❺ጤ員活ືឡ▱┴᥎㐍᪉策（2024㹼2026）ࠕ（1） の᥎㐍

  ・᥎㐍᪉策報࿌᭩の作成・配ᕸ 470部（┴ෆ༢఩Ẹඣ༠・事務ᒁྛ1部）

$ࠖの活用᥎㐍	Ẹ生ጤ員・ඣ❺ጤ員、୺௵ඣ❺ጤ員活ື4ࠕ（2）

ࠚࠖ∧ るᣦ㔪࠙改ゞ➨4ࡍẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員による⅏害᫬せ援護者支援活ືに関ࠕ（3） の活用᥎㐍

（4）ࣔデルẸ生ጤ員ඣ❺ጤ員༠㆟会活ືの充実強化

・௧࿴5㹼6年度（2࠿年）の⥅⥆ᣦᐃ  2ᆅ༊（୍ᐑᕷ、Ύ㡲ᕷ）

・௧࿴6㹼7年度（2࠿年）の新規ᣦᐃ  1ᆅ༊（㛗ஂᡭᕷ）  

（5）ᆅᇦの活ື事౛の཰㞟・⤂介

  4 広報・啓発の᥎㐍

ࠖẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員の日（5᭶12日）ࠕ（1） ୪びに活ື強化㐌間のᬑ及・啓発

（2）Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員活ືのᬑ及・啓発用広報パネルの活用ಁ㐍

（3）஺通Ᏻ全ࡸᝏ質ၟἲ⿕害㜵Ṇ活ືへの༠ຊ及びᬑ及・啓発

（4）全Ẹඣ㐃ࠕホームページࠖ等ࢆ活用したẸ生ጤ員活ື等のᬑ及・啓発

5 ඣ❺ጤ員・୺௵ඣ❺ጤ員活ືの᥎㐍

（1）子育࡚家ᗞࢆᆅᇦ࡛支࠼る取⤌の᥎㐍

（2）⹢ᚅ㜵Ṇ等ඣ❺生ᚐの೺全育成に関ࡍる活ືの強化࡜関ಀ機関・団体࡜の㐃ᦠ

（3）ࣖングࢣアラーࡸ子ࡶ࡝㣗ᇽ等のᬑ及・啓発

6 ఫẸの❧場に❧ࡗた相談体制の確❧

（1）相談支援に࠿࠿る資ᩱ等の⤂介

（2）ᆅᇦにࡅ࠾る相談事業等への༠ຊ

7 Ẹ生ጤ員・ඣ❺ጤ員活ືಁ㐍のたࡵのᇶ┙ᩚ備

（1）全♫༠࠺⾜ࡀẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員活ືࢆ支࠼るᇶ┙ᩚ備にಀࢃる提ゝࡸ働きࡅ࠿の᥎㐍

（2）全♫༠ࠕ࠺⾜ࡀẸ生ጤ員活ືのたࡵの保㝤制度ࠖの᥎㐍࡜事ᨾ㜵Ṇの᥎㐍

（3）ឡ▱┴♫会福祉኱会への参加
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（4）┴ෆẸ生ጤ員・ඣ❺ጤ員関ಀ会㆟へのᙺ職員のὴ㐵

（5）福祉関ಀ機関・団体࡜の༠働活ືの᥎㐍࡜㐃ᦠ

8 新し࠸㢼事業の実施

（1）Ẹ生ጤ員・ඣ❺ጤ員ࢆ対㇟࡜した新た࡞研修体系のᵓ⠏にಀるࣔデルプランの実施

（2）Ẹ生ጤ員の⥅⥆ⓗ࡞充㊊ࢆᅗる新た࡞௙⤌ࡃ࡙ࡳりの᥎㐍にಀる訪問調査  3回

（3）㨩ຊ࠶る活ື等の広報啓発にಀる関ಀ団体等への༠ຊ౫㢗・調ᩚ

（4）新し࠸生活ᵝᘧࢆぢᤣ࡚࠼の I&7の活用᥎㐍のたࡵの調査・研✲

（5）ᆅᇦຊアップのたࡵの㐃ᦠの᥎㐍にಀる調査・研✲

9 Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員஫ຓඹບ事業の実施

10 ឡ▱┴Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員㐃┕事業への༠ຊ

第� েણ福祉資স೵હ॑ৢगञেણ൑჉঻षの੍ର 

生活ᅔ❓者⮬❧支援事業の実施୺体࡜㐃ᦠし、生活福祉資金の貸付ࢆ通し࡚、ㄢ㢟ࢆᢪ࠼たୡᖏの⮬

❧支援࡜生活支援にດࡵたࡲࠋた、ࠕ≉౛貸付ൾ還事務センターࠖに࡚࠸࠾、≉౛貸付のൾ還免除・ൾ

還⊰ண・ൾ還業務ࢆ実施ࡍるࡶ࡜࡜に、ᕷ༊⏫ᮧ♫༠の相談支援員࡜㐃ᦠし࡚フォローアップ支援に取

り⤌ࡳ、മᶒ⟶⌮体制のᩚ備࡜㐺ṇ࡞事業運営にࡶດࡵたࠋ

1 ጤ員会の運営

生活福祉資金貸付ᑂ査等運営ጤ員会の開催  63回（ᑠጤ員会ྵࠋࡴ）

2 生活福祉資金貸付事業の貸付≧況                      ༢఩㸸件・円

3 相談支援体制のᩚ備

（1）生活福祉資金事務ᢸ当者会㆟  1回

（2）生活福祉資金相談員研修会   2回

（3）生活福祉資金運営研✲༠㆟会  1回

（4）生活福祉資金貸付制度࡜生活ᅔ❓者⮬❧支援制度࡜の㐃ᦠ研修会  1回  

（5）≉౛貸付の೉受人へのフォローアップ支援等のㄝ᫂会  2回

（6）生活福祉資金業務シスࢸムᕷ༊⏫ᮧ♫༠㐃ᦠ対ᛂに࠿࠿るㄝ᫂会  2回

資金✀㢮
⥲ྜ支援

資  金

福 祉 資 金
ᩍ育支援

資  金

୙ື⏘ᢸ保

ᆺ生活資金

せ保護ୡᖏ向

୙ື⏘ᢸ保ࡅ

ᆺ生活資金

ෆ、⥭ᛴᑠཱྀ

資金

Ỵᐃ件数 1 548 342 283 0 5

Ỵᐃ金㢠 109,000 59,067,000 19,291,000 380,819,000 0 51,451,000
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4 生活ᅔ❓者⮬❧支援制度࡜生活福祉資金貸付制度࡜の効ᯝⓗ࡞㐃ᦠのಁ㐍

生活ᅔ❓者⮬❧支援制度࡜生活福祉資金貸付制度࡜の㐃ᦠ研修会  1回

5 ⮫᫬≉౛ࡂ࡞ࡘ資金貸付事業の実施

Ỵᐃ件数  1件

Ỵᐃ金㢠  30,000円

し資金貸付事業の実施ࡽࡃ 6

ᕷ⏫ᮧ♫༠保⟶金≧況  29♫༠・21,641,300円

  7 ≉౛貸付ൾ還事務センターの運営

࠶況に≦࡞ᅔ㞴ࡀᅗり、ൾ還ࢆൾ還業務の୍ඖ化・┬ຊ化࡚࠸࠾౛貸付ൾ還事務センターࠖに≉ࠕ

る೉受人の᪉へのൾ還免除・ൾ還⊰ண業務୪びにコールセンター業務ࡗ⾜ࢆたࠋ

8 生活福祉資金（ᩍ育支援資金）貸付事業の啓発 

9 ඣ❺㣴護施タ㏥所者等⮬❧支援資金貸付事業の実施 

（1）ඣ❺㣴護施タ㏥所者等⮬❧支援資金貸付ᑂ査ጤ員会の開催  11回 

（2）ඣ❺㣴護施タ㏥所者等⮬❧支援資金貸付事業の᥎㐍 

① ඣ❺㣴護施タ㏥所者等⮬❧支援資金の࿘▱࡜฼用ಁ㐍 

② ඣ❺㣴護施タ等、㔛ぶ、ඣ❺相談所࡜㐃ᦠした支援の実施 

③ 貸付、ൾ還業務にಀࢃる電算シスࢸムの運用 

（3）ඣ❺㣴護施タ㏥所者等⮬❧支援資金貸付  70件 84,365,820 円 

第� ਏର૧঻（ੳੴඪৈೡ঻ؚੴ的・ಖઋ௽૩঻ಉ）੍॑ରする৬਑ତ૟の推進 

ุ᩿⬟ຊࡀ୙༑分࡞人に対し࡚、福祉ࢧーࣅスの฼用援ຓࡸ日ᖖⓗ金㖹⟶⌮等ࢆ実施したࠋ 

1 日ᖖ生活⮬❧支援事業の᥎㐍 

（1）ዎ⣙⥾⤖ᑂ査会の開催  20回 

（2）ዎ⣙ᑂ査会の≧況 

① ᑂ査件数     234 件 

（ア）ዎ⣙ྍ⬟   229 件 

ዎ⣙୙ྍ⬟   0（࢖） 件 

ᑂ㆟    5⥆⥅（࢘） 件 

② ዎ⣙⤊஢報࿌  222 件 

③ 相談等      0 件 
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2 情報のඹ有・啓発による࢘ࣀハ࢘の⵳✚・⥅ᢎ 

（1）日ᖖ生活⮬❧支援事業専門員㐃⤡会㆟の開催  2回 

（2）リーフレットの配ᕸ 

3 専門員資質の向上 

（1）日ᖖ生活⮬❧支援事業専門員研修会の開催  �回 

（2）日ᖖ生活⮬❧支援事業専門員新௵研修会の開催  �回 

（3）日ᖖ生活⮬❧支援事業専門員実㊶ຊ強化研修会の参加ຓ成 

4 関ಀ機関࡜のネットワークのᵓ⠏ 

（1）ᑿ張໭部3ᕷ⏫♫༠ྜྠࢣース᳨ウ会への講ᖌὴ㐵 

（2）ᑿ張ᮾ部（5ᕷ1⏫）日ᖖ生活⮬❧支援事業専門員・生活ᅔ❓⮬❧支援事業ᢸ当者会㆟に参加 

5 生活支援員の人材確保対策 

ᕷ⏫ᮧ♫༠等࡛の生活支援員研修会のᶆ準プログラムの提♧࡜ど聴ぬᩍ材の提供 

6 ᕷ⏫ᮧ♫༠にࡅ࠾る運営の向上 

（1）運営┘どྜ㆟体による現ᆅ訪問調査にࡅ࠾る提出資ᩱ等のㄝ᫂会の開催 1回 

（2）運営┘どྜ㆟体現ᆅ訪問調査にಀるྠ⾜及び業務改善支援  11♫༠ 

（3）日ᖖ生活⮬❧支援事業୙ṇ㜵Ṇにಀる事౛及び体制ᩚ備等の情報提供 

第� 成年৏ৄ਑度৬਑ତ૟の推進 

┴ෆ࡝のᆅᇦにࡶ࡚࠸࠾ᚲせ࡞人ࡀ成年ᚋぢ制度ࢆ฼用࡛きるよ࠺、コーディネーター職員ࢆ配置ࡍ

るࡶ࡜࡜に、専門ⓗ▱ぢࡽ࠿ຓゝ࠺⾜ࢆアࢻバࢨ࢖ーࢆὴ㐵し、ᕷ⏫ᮧにࡅ࠾る成年ᚋぢ制度の体制ᩚ

備の᥎㐍ࢆᅗࡗた 

1 成年ᚋぢ制度᥎㐍会㆟のタ置・運営

成年ᚋぢ制度௻⏬᥎㐍会㆟の開催  3回

2 ᆅᇦにࡅ࠾るᶒ฼᧦護・成年ᚋぢ事業への取⤌支援

（1）ᕷ⏫ᮧへの相談支援  136回

（2）ᆅᇦ会㆟等の開催・参⏬によるಶู支援（6ᆅᇦ）  20回

（3）成年ᚋぢ制度ᕷ⏫ᮧᢸ当職員研修会の開催   1回（107名）

3 成年ᚋぢ制度の広報啓発、情報ඹ有

（1）関ಀ機関㺃団体࡜の㐃ᦠによる広報啓発活ືの実施

（2）電子メール等によるᕷ⏫ᮧ♫༠への情報提供

（3）関ಀ団体・機関の୺催会㆟への参加

（4）成年ᚋぢ制度にಀるᕷ⏫ᮧ実ែ調査の実施࡜報࿌᭩の作成
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【参 考（単年度目標値）】 

㡯        ┠ 㐩成┠ᶆ 実⦼・成ᯝ 

コࢸࢽ࣑ࣗィࢯーシࣕルワーカー㣴成 32名 56名

ィアコーディネーター㣴成 50名ࢸラン࣎ 41名

生活福祉資金貸付訪問ᣦᑟ調査（コロࢼ≉౛） 20♫༠ 2♫༠ 

運営┘どྜ㆟体現ᆅ訪問調査（日ᖖ生活⮬❧支援事業） 14♫༠ 11♫༠ 

成年ᚋぢ制度体制ᩚ備コーディネーター等ὴ㐵 5回 25回

成年ᚋぢ制度新規体制ᩚ備ᆅᇦ 2ᕷ⏫ᮧ 2ᕷ⏫ᮧ 

⋜ ঺ভ福祉১人・঺ভ福祉઱ਝಉषの੍ରਘ৲ 

第ڭ ১人৑・઱ਝ৑৉ୠ৴௚の推進 

ᆅᇦにࡅ࠾るබ┈ⓗ࡞取⤌にࡣ࡚࠸ࡘ、♫会福祉ἲ人ࡀᆅᇦの福祉ㄢ㢟・生活ㄢ㢟等に対し࡚取り⤌

 ࠋ支援した࠺きるよ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ

1 ᆅᇦにࡅ࠾るබ┈ⓗ࡞取⤌への支援 

ᆅᇦにࡅ࠾るබ┈ⓗ࡞取⤌ຓ成事業の実施  6ἲ人

第� ਩৔福祉৆ੁの৹ਪଢ଼஢ਘ৲ 

1 国・┴・ᣦᐃ㒔ᕷ等の制度・施策୪びに関ಀண算に対し࡚の提ゝࡸせᮃ活ືの᥎㐍

（1）♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会、♫会福祉施タጤ員会によるྜྠ提ゝ活ື

① ឡ▱┴・名ྂᒇᕷ・୰᰾ᕷに対し、7年度ண算⦅成に向࡚ࡅ、♫会福祉施タධ所者処遇࡜運営改

善等♫会福祉施タのඹ通提ゝ事㡯等ࡵ࡜ࡲࢆ、せᮃしたࠋ

（2）➨71回ឡ▱┴♫会福祉኱会専門ጤ員会の開催  1回

（3）➨71回ឡ▱┴♫会福祉኱会Ỵ㆟事㡯のせᮃ（┴・名ྂᒇᕷに㝞情᭩提出）

第گ ঺ভ福祉১人・঺ভ福祉઱ਝಉषの੍ର 

改ṇ♫会福祉ἲ࡛せㄳ࠸࡚ࢀࡉる事㡯に࡚࠸ࡘ、♫会福祉ἲ人・♫会福祉施タ࡛確実に取⤌ࡀ᥎㐍ࡉ

࠾高㱋・障害・ඣ❺等のྛ福祉分野に、࡚࠼加ࠋ実施・支援したࢆー・研修会ࢼ࣑のセ✀ྛ、࠺るよࢀ

 ࠋ実施・支援したࢆ研✲活ືࡸ研修会、࡚࠸࠾ጤ員会・ྛ部会に、ࡅ受ࢆる制度ぢ┤しࡅ

提ゝ活ࡸせᮃ、ࡵ࡜ࡲり࡜ࢆた、国・┴・ᣦᐃ㒔ᕷ等の制度・施策୪びに関ಀண算に対し࡚のពぢࡲ

に、♫会福祉ἲ人・♫会福祉施タに対し、専門員による୍⯡相談、ἲᚊ・㈈務・労ࡶ࡜࡜るࡍ実施ࢆື

務の専門家等による専門相談࡜ಶู相談事業の強化ࢆᅗࡗたࠋ 
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1 ♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会・♫会福祉施タጤ員会事業の᥎㐍

（1）♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会事業

① ጤ員会（⥲会）の開催         2回 

② ṇ๪ጤ員㛗会㆟の開催         4回 

③ ᖖ௵ጤ員会の開催             2回

④ 㟷年⤒営者部会�ᙺ員会�の開催  1回

⑤ 㟷年⤒営者部会�⥲会�の開催    2回

⑥ ௧࿴6年度 ᮾᾏ໭㝣㸴┴♫会福祉ἲ人⤒営者セࢼ࣑ーឡ▱኱会の開催  㸯回 

⑦ 㒔㐨ᗓ┴⤒営༠セࢼ࣑ーの開催  2回

⑧ ⤒営者セࢼ࣑ーの開催          㸯回 

⑨ ᆅᇦඹ生♫会᥎㐍セࢼ࣑ーの開催 1回 

⑩ ♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会・♫会福祉施タጤ員会ྜྠ研修会の開催    2回

ջ 㟷年⤒営者部会施タぢ学会の開催 1回 

ռ 㟷年⤒営者セࢼ࣑ーの開催 1回

（2）♫会福祉施タጤ員会事業

① ጤ員会の開催                 3回

② 制度ᨻ策ண算対策ᑠጤ員会     2回

③ ♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会ṇ๪ጤ員㛗・♫会福祉施タጤ員会ᖖ௵ጤ員・制度ᨻ策ண算対策

ᑠጤ員会ṇ๪ጤ員㛗ྜྠ会㆟の開催 1回

④ ♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会ṇ๪ጤ員㛗・♫会福祉施タጤ員会ጤ員・制度ᨻ策ண算対策

ᑠጤ員会ṇ๪ጤ員㛗ྜྠ会㆟の開催 1回

⑤ ♫会福祉ἲ人⤒営者ጤ員会・♫会福祉施タጤ員会ྜྠ研修会の開催    2回（再ᥖ）

2 ྛ部会にࡅ࠾るྛ制度改㠉࡝࡞にక࠺ㄢ㢟に対ᛂした研修会・研✲会の開催

（1）高㱋者部会

① ୰ሀ職員研修会の開催  1回

② 職員研修会の開催      1回 

③ 施タ㛗研修会の開催   1回

④ ᮾᾏ໭㝣ࣈロックᆅᇦໟᣓ・ᅾᏯ介護支援センター研✲༠㆟会ࠕឡ▱኱会ࠖの開催  1回

（2）ᚰ㌟障害ホーム部会

ᚰ㌟障害ホーム部会・♫会就労センター部会ྜྠ研修会の開催  1回

施タ訪問研修会の開催   1回

（3）♫会就労センター部会
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    ① 職員研修会の開催                            1回

② 部会・ឡ▱┴セルプセンターྜྠ研✲会の開催  1回

③ 施タ㛗・職員等研修会の開催                  1回

（4）保育部会

① 保育所㛗セࢼ࣑ーの開催࠙:HEే用開催・ື⏬配信  ࠚ  1回

② 保育所㛗研修会の開催࠙:HEే用開催・ື⏬配信  ࠚ   1回

（5）ඣ❺ホーム部会

① 職員研修会の開催  1回

    ② ୰部ࣈロックඣ❺㣴護施タ・ஙඣ㝔研✲༠㆟会ࠕឡ▱኱会ࠖの開催 1回

（6）ẕ子生活支援部会

施タ㛗・職員研修会の開催  1回

3 ♫会福祉ἲ人⤒営ᣦᑟ事業の᥎㐍

ἲ人運営、施タ⤒営及び労務⟶⌮に関し、専門相談員による相談（専門8件、୍⯡182件）ࢆ実施

したࠋ

4 部会会員の新規加ධಁ㐍

5 情報ネットワークの活用

6 Ẹ間♫会福祉施タ᣺⯆資金貸付事業の実施

（1）貸付Ỵᐃ  運営資金㸸1施タ・ 3,000༓円

（2）貸付送金  運営資金㸸1施タ・ 3,000༓円

（3）貸付Ỵᐃ  ᩚ備資金㸸2施タ・25,000༓円

（4）貸付送金  ᩚ備資金㸸2施タ・25,000༓円

7 ᩍ員免チ≉౛ἲによる介護等体験事業の実施

ۑ 体験者数   1,958名

ۑ ኱学数      36校（┴ෆ27校・┴እ9校）

ۑ 受ධ施タ数  延べ227施タ

8 認▱⑕介護実㊶者研修の実施  4回・修஢者332名

9 Ẹ間♫会福祉施タ職員への福฼ཌ生事業の᥎㐍

（1）⊂❧⾜ᨻἲ人福祉་⒪機ᵓへの༠ຊ

（2）♫会福祉ἲ人福฼ཌ生センター事業への༠ຊ

10 ୍⯡㈈団ἲ人ឡ▱┴Ẹ間♫会福祉事業職員ඹ済会事業への༠ຊ
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11 ឡ▱┴保育士会事業への༠ຊ

12 福祉㌴୧のᐤ㉗等

第４ 福祉サービスの質の向上に資する情報提供と人材育成の推進 

福祉ࢧーࣅスの質の向上࡜฼用者のࢧーࣅス㑅ᢥに資ࡍるたࡵ、➨୕者機関による福祉ࢧーࣅスホ౯

事業ࢆ᥎㐍したࠋ

1 ឡ▱┴福祉ࢧーࣅス➨୕者ホ౯᥎㐍センターの運営

（1）➨୕者ホ౯機関認ドጤ員会の開催  2回

（2）➨୕者ホ౯ᇶ準等ጤ員会の開催    2回

2 ➨୕者ホ౯の受ᑂಁ㐍

（1）ྛ関ಀ機関・団体への啓発活ື

（2）パンフレットの配ᕸ・広報ㄅへのᥖ㍕

（3）事業所（福祉施タ）の受ᑂ≧況  131事業所

3 ホ౯機関及びホ౯調査者の質の向上

（1）福祉ࢧーࣅス➨୕者ホ౯調査者⥅⥆・᭦新᫬研修の開催࠙:HEే用開催  ࠚ 1回・6名

（2）ホ౯機関ࢆ対㇟࡜した㐃⤡会㆟の開催࠙:HE開催  ࠚ    2回

（3）ホ౯機関ࢆ対㇟࡜したホ౯研✲会㆟の開催࠙:HE開催  ࠚ  1回

4 ┴Ẹへの福祉ࢧーࣅス➨୕者ホ౯の広報・啓発

（1）ホームページによるホ౯⤖ᯝ等のබ⾲

（2）機関⣬による➨୕者ホ౯事業の広報

【参 考（単年度目標値）】 

㡯        ┠ 㐩成┠ᶆ 実⦼・成ᯝ 

専門相談・୍⯡相談（⤒営ᣦᑟ事業） 30件・210件 8件・182件 

➨୕者ホ౯受ᑂ 131施タ 131施タ 

Ⅲ 福祉人材（担い手）の確保・育成・定着 

第1 福祉人材の確保・育成・定着の総合的・継続的な推進 

福祉職場への⌮ゎಁ㐍࡜人材の円࡞⁥確保ࢆᅗるたࡵの取⤌ࢆ᥎㐍したࠋ

1 福祉人材確保事業の᥎㐍

（1）福祉人材↓ᩱ職業⤂介所の運営（㇏ᶫバンク、保育士・保育所支援センターࠋࡴྵࢆ）

就職人数397名・求人相談件数 9,388件・求職相談件数 3,849件
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（2）♫会福祉事業等に関ࡍる啓発・広報事業の実施

   ↓ᩱ職業⤂介所ポスター、チラシ、パンフレットの作成部数 20,450部

   ホームページの開タ、ᐃⅬ広࿌のᥖ出 通年

（3）♫会福祉事業等ᚑ事者の確保に関ࡍる調査研✲の実施

  求人・求職ෆᐃື向のᢕᥱ 2᭶

  求人࢖ࢧト、㞠用情ໃ等のᢕᥱ 㝶᫬

ᮾᾏ໭㝣ࣈロックูマッチング機⬟強化研修会 1回

  ᮾᾏ໭㝣ࣈロック福祉人材センター㐃⤡会㆟ 1回

  福祉人材センター・バンクᇶᖿⓗ職員会㆟への参加 1回

  福祉人材センター㐃⤡会㆟への参加 1回

  マッチング機⬟強化研修 1回

（3）福祉人材確保相談援ຓの実施

  職場環境改善研修参加ἲ人にࡅ࠾る改善策の཰㞟࡜フィーࢻバック 1回

（4）♫会福祉事業等ᚑ事者等への研修の௻⏬及び実施

  ᇶ♏コース 1回  ෆᐃ者コース 2回

（5）♫会福祉事業等にᚑ事しよࡍ࡜࠺る者に対ࡍる就業の援ຓの実施

  4機関 7回 全7日間 98人

る事業ࡍの他♫会福祉事業等ᚑ事者の確保に資ࡑ（6）

  4機関 4回 全4日間 40人

（7）支所のタ置

所 ㇏ᶫᕷ♫会福祉༠㆟会（㇏ᶫᕷ福祉人材バンク）࠿1  

（8）ឡ▱┴福祉人材センター運営ጤ員会の開催

  1回

  2 福祉・介護人材就業・ᐃ╔支援事業

  （1）参ධಁ㐍事業

① 高校生・資格取得者向ࡅ施タぢ学会の実施 10回 229人

② 就職支援出張セࢼ࣑ーの実施 5回 139名

③ 福祉・介護職場体験提供事業の実施 70人

④ ඖẼ࡞高㱋者の活用による介護人材確保対策事業の実施

セࢼ࣑ー参⏬ 10回  団体調査1団体  ௻業等訪問11♫

⑤ 巡回就職相談の実施 16ハローワークẖ᭶1回 348人  ኱学訪問7校

⑥ 福祉・介護の就職⥲ྜフェア（名ྂᒇ2回・㇏ᶫ1回）  528名
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⑦ 介護人材巡回マッチング強化事業の実施

新規登録事業所訪問 48事業所  登録済事業所訪問 45事業所

  （2）資質の向上事業

     ① 届出制度の運営 新規登録者数 621人  登録者累計数 4,280人

     ② カムバック研修会の実施 2回 27人

  （3）労働環境・処遇改善事業

① 専門員によるフォローアップ支援事業 訪問及び聴き取り事業所 70事業所

② 職場環境改善啓発事業 職場環境改善研修 6日間 延べ 160人

3 保育士・保育所支援センターの運営

（1）相談支援 就職人数 120名・求人相談件数 326件・求職相談件数 1,827件

（2）保育所就職支援フェアの開催 2回 61人

（3）コーディネーターの配置 訪問及び聴き取り事業所 54事業所

（4）現況確認調査の実施 調査数15,000件 有効回答数5,413件

（5）情報提供等の実施 郵送数 163通  電子メール1,570通  LINE配信5回

（6）出張相談会の開催 13ハローワーク 24回 96人

（7）他団体の就職相談会等への参加 5機関 124人

（8）広報・啓発

パンフレット、チラシ、ポスターの作成 22,400部  ホームページ 通年

タペストリー 1枚  LINE登録者数1,436件 配信11回

（9）研修の実施 6回 全8日 190人

4 資格取得支援及び就職支援貸付事業（返済免除付き）の実施 

（1） 介護福祉士修学資金等貸付 

① 介護福祉士等修学資金貸付         46名   33,688,000円

② 介護福祉士等修学資金貸付（拡充分）  371名  290,093,000円

③ 国家試験受験対策費用貸付     （367名）  14,680,000円

④ 生活費加算貸付        （0 名）     0 円

⑤ 介護福祉士実務者研修受講資金貸付  234名  46,398,703円

⑥ 離職した介護人材の再就職準備金貸付  175名  70,000,000円

⑦ 障害福祉分野就職支援金貸付       39 名  7,800,000 円

⑧ 福祉系高校修学資金返還充当資金貸付   1名  440,000円

⑨ 福祉系高校修学資金貸付         39 名   6,970,000 円

⑩ 介護分野就職支援金貸付        109名   21,800,000円
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（2）保育士修学資金等貸付

① 保育士修学資金貸付      278 名 179,230,000 円

② ₯ᅾ保育士就職準備金貸付 39 名 15,600,000 円

③ ᮍ就学ඣࢆᣢࡘ保育士に対ࡍる保育ᩱの୍部貸付事業   19 名  3,155,000 円 

第� 福祉・ஂ૧ಉॽー६にిૢदऌる人材の育成 

♫会福祉施タ等職員の▱㆑及びᢏ⾡の向上ࢆᅗるたࡵの取⤌ࢆ᥎㐍したࠋ

  1 ♫会福祉関ಀ職員研修事業の開催

（1）♫会福祉関ಀ⾜ᨻ職員研修࠙:HEే用  ࠚ 延べ受講者637名

（2）♫会福祉施タ・事業所職員に対ࡍる研修 延べ受講者104名

（3）ㄢ㢟ู研修࠙:HEే用  ࠚ 延べ受講者1,015名

2 介護支援専門員関㐃事業の実施

（1）介護支援専門員実務研修受講試験（➨27回）

ۑ 試験日  10᭶13日

ۑ 受験者  2,352名（ෆྜ格者926名）

（2）介護支援専門員実務研修（➨26回）        修஢者   588名

（3）介護支援専門員専門研修・᭦新研修（実務⤒験者）  修஢者   879名

（4）介護支援専門員᭦新研修（実務ᮍ⤒験者）・再研修  修஢者   537名

3 福祉職員ࣕ࢟リアパス対ᛂ生ᾭ研修ㄢ⛬の実施

（1）ึ ௵者研修      修஢者  171名

（2）୰ሀ職員研修     修஢者  226名

（3）チームリーࢲー研修  修஢者  231名

（4）⟶⌮職員研修     修஢者   86名

4 障害者福祉ࢧーࣅスの相談支援ᚑ事者、ࢧーࣅス⟶⌮㈐௵者等研修の実施

（1）相談支援ᚑ事者ึ௵者研修  7日ㄢ⛬ 修஢者  317名࠙:HEే用開催ࠚ

2日ㄢ⛬  修஢者 1,198名࠙:HE開催ࠚ

࠙ス⟶⌮㈐௵者及びඣ❺発㐩支援⟶⌮㈐௵者研修（ᇶ♏研修）ࣅーࢧ（2） :HEే用開催ࠚ

修஢者 1,254名

࠙ス⟶⌮㈐௵者及びඣ❺発㐩支援⟶⌮㈐௵者研修（実㊶研修）ࣅーࢧ（3） :HEే用開催ࠚ

修஢者 714名
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2 情報通信ᢏ⾡（I&7）ࢆ活用したࡕ࠸࠶ࠕ⅏害࣎ランࢸィアセンター運営シスࢸムࠖのᑟධ及び研

修会の開催 

 ム研修会の開催  1回・65名ࢸィアセンター運営シスࢸラン࣎⅏害ࡕ࠸࠶

3 事業⥅⥆計⏬（%&3）・㑊㞴確保計⏬等の策ᐃ᥎㐍 

（1）ᕷ⏫ᮧ♫༠の %&3 策ᐃ講ᗙ（๓ᮇ・ᚋᮇ）（福祉࡛ࡃ࡙ࡕࡲり᥎㐍事業、%&3（事業⥅⥆計⏬）

策ᐃࣔデル事業）の開催  2回・5♫༠受講 

（2）ඛ㥑ⓗ࡞ᕷ⏫ᮧ♫༠事業⥅⥆計⏬（%&3）の情報཰㞟࡜提供 

（3）✀ูู・ᙧែู（ධ所・通所）の事業⥅⥆計⏬（%&3）の策ᐃ≧況の調査 

4 ♫会福祉施タの相஫支援体制への支援 

♫会福祉施タ㛗セࢼ࣑ー（ᆅᇦඹ生♫会᥎㐍セࢼ࣑ー）の開催 1回・176名

5 ឡ▱┴⅏害ὴ㐵福祉チーム（ឡ▱'&$7）の᥎㐍 

（1）登録研修の開催                1回・30名 

（2）ス࢟ルアップ研修の開催        1回・30名

（3）発ᒎ研修の開催 :࠙HE開催  ࠚ  1回・30名

（4）ὴ㐵にಀるカ⦎の実施        1回・15名

第� ಼૩ಉに૟इञ৬਑ତ૟ 

1 ឤᰁ⑕等のリスク対策の取⤌ 

（1）ឤᰁリスクపῶ・ண㜵対策

研修ᐊ・会㆟ᐊの出ධཱྀにアルコールᾘẘᾮࢆᖖ備したࠋ 

（2）┴♫༠事業⥅⥆計⏬（%&3）及び┴♫༠⅏害᫬対ᛂマࣗࢽアルの୍体化に向ࡅた調査

【参 考（単年度目標値）】 

㡯        ┠ 㐩成┠ᶆ 実⦼・成ᯝ 

ᕷ⏫ᮧ♫༠の事業⥅⥆計⏬（%&3）策ᐃ 6♫༠ 15♫༠ 

ឡ▱'&$7 チーム員㣴成登録 20名 30名 
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（8᭶）、㌴ࢽࢸࡍ࠸ス（8᭶）、ࢤート࣎ール（9᭶）、アーチェリー（9᭶）、グランࢦࢻルフ（11

᭶）、࣎ッチࣕ（1᭶）、㌴ࡍ࠸バスࢣット࣎ール（3᭶）

2 ➨23回全国障害者スポーࢶ኱会（6$*$2024኱会）へのὴ㐵

（1）開催日 10᭶26日㹼10᭶28日（ὴ㐵ᮇ間 10᭶24日㹼10᭶29日）

（2）ὴ㐵者 㑅ᡭ139名・ᙺ員79名 ྜ計218名

஺ὶ2024ࠖの開催࠸࠶ࢀࡩ・の体験ࢶ障害者スポーࠕ3

ۑ 会  場  6➇ᢏ・6会場

ۑ 体験ෆᐜ  㝣上（50 名）、㌴ࢲࡍ࠸ンス（20 名）、ࢦール࣎ール（21 名）、࣎ッチࣕ（77 名）、

バ࣑ࢻントン（106名）、㌴ࢲࡍ࠸ンス（訪問実施40名）

4 障害者スポーࢶ人材育成事業

（1）障害者スポーࢶⱝᡭᣦᑟ人材確保事業（11᭶17日）18名

（2）障害者スポーࢶᣦᑟ者リ・スタート支援事業（12᭶15日）39名

5 障害者スポーࢶᣦᑟ員の㣴成・確保

（1）障害者スポーࢶᣦᑟ員㣴成研修会の開催  1回（4日間）43名

（2）障害者スポーࢶᣦᑟ員ᢏ⾡研修会（࢘ࢧンࢸࢻーࣈルࢽࢸス）（12᭶22日）11名

（3）障害者スポーࢶᩍᐊ（࢘ࢧンࢸࢻーࣈルࢽࢸス）（12᭶22日）22名

（4）障害者スポーࢶに関ࡍる啓発・広報事業の᥎㐍

ホームページ等ࢆ活用し、障害者スポーࢶの情報提供・཰㞟ࡶ࡜࡜࠺⾜ࢆに、広報啓発資ᩱࢆ作

成したࡲࠋた、┴ෆの♫༠࡛開催ࡍる࣋࢖ントに、障害者スポーࢶᣦᑟ者༠㆟会ࡶ࡜࡜に༠ຊしたࠋ

障害者スポーࢶ用ලの貸出ࢆ実施したࠋ 

（5）障害者スポーࢶクラࣈ育成事業 

障害者スポーࢶクラࣈ等に対しຓ成金の஺付࠸⾜ࢆ、育成ࢆᅗࡗたࠋ 

ۑ ஺付団体  ��団体・クラࣈ

6 ୍⯡♫団ἲ人ឡ▱┴セルプセンター事業への༠ຊ

【参 考（単年度目標値）】 

㡯        ┠ 㐩成┠ᶆ 実⦼・成ᯝ 

ឡ▱┴障害者スポーࢶ኱会 6➇ᢏ 6➇ᢏ

障害者スポーࢶᣦᑟ員㣴成研修会 30名 43名 

஺ὶ・➇ᢏ体験 5➇ᢏ 6➇ᢏ࠸࠶ࢀࡩ

体験✀┠ูスポーࢶ኱会 8➇ᢏ 8➇ᢏ
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⋠ ఎੴ਩঺ੈの৽੾ਘ৲と௮ऌ্੝୓ 

第ڭ ਦ౅औोる১人ੌ௶・হ঵ઈ੾の්৥ਙの୯੷（फ़ংॼথス・ଃਜ੦ೕ） 

ᆅᇦ福祉ࢆ᥎㐍ࡍる୰᰾ⓗ࡜⧊⤌࡞し࡚、信㢗ࢀࡉるἲ人⤌⧊の運営・ᣢ⥆ྍ⬟ࡃ࡙⧊⤌࡞りࢆᅗる

たࡵ、ෆ部⟶⌮体制のᇶᮏ᪉㔪にἢࡗたἲ人⤌⧊の୍ᒙの強化ࢆ㐍ࡵたࠋ

1 会務等の運営

（1）⌮事会の開催               4回

（2）ᐃ᫬ホ㆟員会・ホ㆟員会の開催      1回・2回

（3）┘事会の開催              1回

（4）ṇ๪会㛗会㆟の開催           3回

（5）ホ㆟員㑅௵・ゎ௵ጤ員会の開催      1回

（6）♫会福祉団体ጤ員会の開催                1回

2 ⤒営⟶⌮の強化・㐺ṇ࡞運営の確❧

（1）会計┘査人┘査の実施             13回

（2）┘事ᡴྜ会の開催                      1回

（3）会計┘査人࡜⌮事者・┘事࡜の࣑ーࢸィングの開催  2回

（4）➨5ḟ୰ᮇ計⏬᥎㐍会㆟の開催             1回

（5）ἲ人⤒営に関ࡍる情報බ開（ᐃḰ、現況報࿌᭩࡝࡞）

༠職員⾜ືཎ๎ࠖの࿘▱ᚭᗏ♫┴ࠕ（6）

（7）ἲ務・労務ಶู相談の実施             㝶᫬

（8）♫会福祉ἲ人ᣦᑟ┘査（名ྂᒇᕷ）         1回

3 ⤌⧊運営の㏱᫂ᛶの強化・⤌⧊運営の活ᛶ化

（1）事務ᒁ⤌⧊の再⦅、所⟶事務のぢ┤し

（2）ⱞ情ゎỴ㈐௵者、ⱞ情受付ᢸ当者のタ置

（3）➨୕者ጤ員࡜の㐃ᦠ強化 

   ᮏ会ⱞ情に࠿࠿る➨୕者ጤ員のຓゝ及び❧࠸ྜࡕによるヰしྜ2 ࠸回

（4）እ部通報❆ཱྀのタ置 

（5）人事ホ౯・部ୗࡽ࠿のホ౯の実施 

（6）ᕷ⏫ᮧ♫༠࡜の࢜フ࢖ࢧト࣑ーࢸィングの実施 1回 

（7）㈶ຓ会員の加ධಁ㐍  11会員加ධ

4 ㈈ᨻᇶ┙のᏳᐃ化

（1）福祉ᇶ金の㐀成強化࡜⟶⌮運用  ཎ資2,674,716,332 円・事業費21,957,886 円
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（2）⤒⌮規⛬にᇶ࡙ࡃ㐺ษ࡞㈈務⟶⌮

  ⛯⌮士࡜のᡴྜ会の開催  3回

▱༠会計事務のᡭᘬきࠖの活用࿘♫┴ࠕ（3）

5 ឡ▱┴♫会福祉会㤋の運営 

会㆟ᐊ・研修ᐊの฼用≧況  47,888名

6 関ಀ機関・団体等࡜の༠ຊ 

（1）ඹྠເ金運ືの᥎㐍༠ຊ

（2）௻業等の♫会㈉⊩活ືへの༠ຊ

  福祉㌴୧・㌴᳔子のᐤ㉗ඛ（┴ෆ福祉施タ・ᕷ⏫ᮧ♫༠）の⤂介

（3）全国♫会福祉༠㆟会事業への参加༠ຊ

（4）♫会福祉ண算確保運ືの᥎㐍

  ➨72回ឡ▱┴♫会福祉኱会Ỵ㆟事㡯のせᮃ（┴・┴㆟会・名ྂᒇᕷ・ᕷ㛗会・⏫ᮧ会に㝞情᭩提出）

 の他の事業ࡑ 7

（1）➨72回ឡ▱┴♫会福祉኱会の開催

1᭶23日・ࢻルフィンࢬアリーࢼ（ឡ▱┴体育㤋）・7,000名

（2）♫会福祉関ಀຓ成及び㢧ᙲ事業の実施

（3）ླྀ໏・〔❶受㈹者⚃㈡会の開催  1回

（4）♫会福祉ᡭᖒ・Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員ᡭᖒの㡺ᕸ

♫会福祉ᡭᖒ701෉・Ẹ生ጤ員ඣ❺ጤ員ᡭᖒ4,359෉

（5）子育࡚ࢧロン等、ඣ❺家ᗞ支援事業への༠ຊ

（6）ඣ❺・㟷ᑡ年の೺全育成事業の᥎㐍

ࠖ（1㐌間ࡽ࠿の日ࠖࡶ࡝ࡇࠕẖ年5᭶5日の）ඣ❺福祉㐌間ࠕ① の啓発

ࠖඣ❺⹢ᚅ㜵Ṇ᥎㐍᭶間（11᭶）ࠕ② の啓発

ࠖ家ᗞの日（ẖ᭶➨3日᭙日）ࠕ③ のᬑ及ಁ㐍

ࠖ（デーẖ᭶19日ࢇࡳࡄࡣ）子育࡚ᛂ援の日ࠕ④ のᬑ及ಁ㐍

子育࡚ᛂ援ᐉゝࠖのᬑ及ಁ㐍ࡕ࠸࠶ࠕ⑤

（7）ඣ❺・㟷ᑡ年の♫会参加活ືのಁ㐍

（8）ẕ子・∗子・ᐻ፬家ᗞ等の福祉の᥎㐍

① ẕ子・ᐻ፬福祉団体等࡜の㐃ᦠಁ㐍

② ẕ子福祉研修会の開催  1回

（9）ឡ▱┴子ࡶ࡝会㐃⤡༠㆟会への༠ຊ࡜ඹྠ事業の実施

➨62回ឡ▱┴子ࡶ࡝会኱会の開催

40



41 

（10）ឡ▱┴㟷ᑡ年団体㐃⤡༠㆟会事業への༠ຊ

第� ਍ੱखथ௮ऌ続ऐैोる૙ৃतऎॉؚੑ઺的な人材育成（૙ৃ୭୆・૙৩ଢ଼ఊ） 

機ືⓗ、㎿㏿効⋡ⓗ࡞⤌⧊運営ࢆᅗるたࡵグループ制ࢆᑟධࡍるࡶ࡜࡜に、新規᥇用職員の職場への

᪩ᮇの㐺ᛂ等ࢆ支援ࡍるたࢧ、ࡵポーター制度ࢆᑟධし、活ຊの࠶る職場࡙ࡃりにດࡵたࠋ 

ࠋ᥎㐍したࢆෆ部研修・እ部研修受講ࡃ職員研修計⏬にᇶ࡙、ࡵた࠺⾜ࢆ人材育成࡞た、効ᯝⓗࡲ

᳨ࢆデジタル化の᥎㐍等による業務の効⋡化・┬ຊ化、ࡵるたࡍ備ᩚࢆ職場環境࠸ࡍࡸ働き、࡚ࡏే

ウしたࠋ 

1 活ຊの࠶る職場࡙ࡃり

（1）労働環境のᩚ備

① Ᏻ全⾨生ጤ員会の開催   ẖ᭶

② ストレスチェックの実施  56名受᳨（受᳨⋡ 62�2㸣）

③ ⏘業་㠃談の実施     㝶᫬

（2）ワークラ࢖フバランスの᥎㐍

  ① 年ᮎ年ጞにࡅ࠾る年ḟ有⤥ఇᬤ取得のಁ㐍

  ② 認ᐃ制度（ឡ▱┴ఇࡳ᪉改㠉マ࢖スター認ᐃ࡝࡞）の取得

（3）⥲ྜ調ᩚ会㆟及び⌜㛗会㆟（㝵ᒙู等࣑ーࢸィング）の実施  ẖ᭶

ポーター制度のᑟධࢧ（4）

2 ᆅᇦ福祉の୰᰾ࢆᢸ࠺計⏬ⓗ࡞人材育成

（1）ジࣙࣈトレーࢽングのᵓ⠏

のᑟධ（ポーター制度ࢧ㛗制度及び⌜）⤌る௙ࡍ᥎㐍ࢆ2-7 ①        

② 職員研修計⏬にᇶ࡙ࡃෆ部研修・እ部研修受講の᥎㐍

③ 事業活ື計⏬᭩による㐍⾜⟶⌮ 

3 業務の効⋡化及びデジタル化の᥎㐍 

（1）グループ制のᑟධ 

（2）໅ᛰ⟶⌮シスࢸム及び会㤋ෆ:L�)L環境ᩚ備のᑟධ᳨ウ 

（3）業務効⋡化ࡸデジタル化に関ࡍる┴';᥎㐍ㄢ及びデジタルඛ㐍௻業への相談 

第گ َँ・い・ठ・ऴ・ऎ・खُのৰਠ（ઁ報・౎ী৙との৴௚） 

´ឡ▱ࡽ࠿福祉の㍤きµࢆ広ࡃ♫会に発信ࡍるࡶ࡜࡜に、福祉分野のࡎࡽ࡞ࡳ、་⒪ࡸ研✲機関、マス

コ࣑等の他分野の᪉࡜ࠎの㐃ᦠ・஺ὶの᭦࡞る活発化にດࡵ、ポジࢸィࣈ福祉のጼໃࢆアࣆールしたࠋ

ࠋたࡗᅗࢆᮏ会の♫会ⓗ認▱度の୍ᒙの向上、࡚ࡏే
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1 広報の充実・強化

（1）福祉のᫍフォーラム（マスコ࣑ඹྠ௻⏬）の開催  2᭶1日・109名

（2）኱学生取材グ者による情報発信（኱学生、専門学校生࡜のタ࢖アップ௻⏬）

  ኱学生4名修஢

（3）機関⣬ࡕ࠸࠶ࠕのࡃࡩしࠖの発⾜  2回

（4）➨38回࠸࠶ࢀࡩフォトコンクールの実施  ᛂເ数 167名（430Ⅼ）

（5）┴♫༠ロࢦマーク（ᶆ❶登録➨6225029ྕ）の活用 ⅏害用ࣈࣅス・研修会資ᩱ等

（6）広࿌ᥖ㍕のເ㞟  10ᯟᥖ㍕（3᭶ᮎ᫬Ⅼ）

（7）福祉情報の提供

  ① )DFHERRN ント・活ື報࿌等の情報発信  17件࣋࢖活用したᮏ会ࢆ

② メールࣗࢽースによる情報提供              㝶᫬

2 福祉ᩥ化の๰㐀の᥎㐍（௻業ࡸ኱学・研✲機関等の他分野࡜の㐃ᦠ・༠働） 

（1）➨13回ࡃ・ࡩ・ࡕ・࠸・࠶ࠕ・し シンポジ࢘ムࠖの開催  2᭶25日・97名

（2）福祉ࢽーࢬの発信

広報ᡭἲの᳨ウ・ពぢ広࿌等のᥖ㍕

【参 考（単年度目標値）】 

㡯        ┠ 㐩成┠ᶆ 実⦼・成ᯝ 

᫬間እ労働の๐ῶ ๓年度ẚ10㸣ῶ 27�9㸣ῶ

年ḟ有⤥ఇᬤの取得⋡ 60㸣 64�9㸣

⋡ ഥਮڲ年ચః઄ਣ৉൜಼૩఺लൻං಼૩にउऐる੍ରણ৿
௧࿴6年に発生した⬟登༙ᓥにࡅ࠾るᆅ㟈及び㇦㞵⅏害に࡚࠸࠾、ᮾᾏ໭㝣ࣈロック┴ᕷ♫༠⅏害ᛂ援

に関ࡍる༠ᐃにᇶ࡙き、⿕⅏ᆅの⅏害࣎ランࢸィアセンターの運営支援࠺⾜ࢆたࡵ、᫖年度にᘬき⥆き、

┴ෆᕷ⏫ᮧ♫༠࡜㐃ᦠ・༠ຊの࡜ࡶ、⌔Ὢᕷにᛂ援職員ࢆὴ㐵したࠋ

1 ⅏害࣎ランࢸィアセンターの運営支援 

 ὴ㐵ඛ㸸⌔Ὢᕷ♫会福祉༠㆟会等 

ὴ㐵ᮇ間㸸1᭶18日㹼12᭶16日 

 ὴ㐵人数㸸176名 

2 㜵⅏࣎ランࢸィア活ື支援 

  ຓ成件数 13件 ຓ成⥲㢠 2,127,659円 
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令和 6 年度 運営適正化委員会業務報告

運営㐺ṇ化ጤ員会ࡣ、福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業ࡀ㐺ṇに運営ࢀࡉるよ࠺、運営┘どࡶ࡜࡜࠺⾜ࢆに、

福祉ࢧーࣅスに関ࡍる฼用者等ࡽ࠿のⱞ情に対し㐺ษ࡞対ᛂࡍࢆるたࡵ、බṇ୰❧࡞➨୕者機関࡛࠶る運

営㐺ṇ化ጤ員会事業の୍ᒙの᥎㐍ࢆᅗࡗたࠋ 

1 運営㐺ṇ化ጤ員会のタ置・運営

（1）運営㐺ṇ化ጤ員会の開催                         3回

（2）運営㐺ṇ化ጤ員会ጤ員㑅⪃ጤ員会の開催                  1回

2  福祉ࢧーࣅスに関ࡍるⱞ情ゎỴ事業の᥎㐍

（1）ⱞ情ゎỴྜ㆟体の開催                                 6回

（2）฼用者等ࡽ࠿のⱞ情相談対ᛂ

① ฼用者等ࡽ࠿のⱞ情ࢆ㐺ษにゎỴࡍるたࡵの相談、ຓゝ、事情調査（≧況ᢕᥱ）

② ⹢ᚅࡸἲ௧㐪཯等の᱌件の㐃⤡ࡸ報࿌

（3）福祉ࢧーࣅスに関ࡍるⱞ情ゎỴ事業研修会の開催

① ♫会福祉事業者によるⱞ情ゎỴ受付ᢸ当者研修会࠙ハࣈ࢖リット開催  ࠚ 357名

② ♫会福祉事業者によるⱞ情ゎỴ㈐௵者等研修会 ࠙ハࣈ࢖リット開催  ࠚ 275名

（4）ⱞ情ゎỴྜ㆟体による施タ・事業所᠓談会（巡回ᣦᑟ）の実施      3࠿所

（5） 福祉ࢧーࣅスⱞ情ゎỴ事業にಀる広報・啓発の実施

① ポスター800部・パンフレット800部・リーフレット800部の作成

② 事業報࿌᭩800部の作成 

3  福祉ࢧーࣅスのⱞ情相談等の受付・対ᛂの≧況

・ⱞ情及び相談等の新規⥲数 354件（ⱞ情 260件、相談等 94件）

・ⱞ情及び⏦出のෆᐜ         ・ⱞ情対ᛂ᪉ἲの≧況

職員の᥋遇        150件   ຓゝ（ഴ聴ࡴྵࢆ）     60件

㔞      32件   当事者間のヰྜ᥎ዡ  19件ࡸスの質ࣅーࢧ

ㄝ᫂・情報提供       18件   機関等の⤂介ఏ㐩          181件

฼用ᩱ（ᕤ㈤等ࡴྵࢆ）   10件   事情調査（事情確認ྵࡴ）   0件

⿕害・ᦆ害         16件   ⾜ᨻ等通▱・報࿌      0件

ᶒ฼౵害          14件      ࡑの他             0件

  の他           20件ࡑ

4  福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業（日ᖖ生活⮬❧支援事業）の運営┘どの実施

（1）運営┘どྜ㆟体の開催                        3回

① 福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業（日ᖖ生活⮬❧支援事業）全⯡の運営┘ど

② 福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業（日ᖖ生活⮬❧支援事業）ಶูዎ⣙の実施≧況の┘ど

（2）福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業（日ᖖ生活⮬❧支援事業）にಀる現ᆅ訪問調査の実施

ጤクඛのᕷ⏫ᮧ♫༠等への運営┘ど                  11࠿所

（3）฼用者等ࡽ࠿の福祉ࢧーࣅス฼用援ຓ事業（日ᖖ生活⮬❧支援事業）に対ࡍるⱞ情相談対ᛂ
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